
梵文和訳『阿毘達磨集論』⑴

阿毘達磨集論研究会

アサンガの手になる『阿毘達磨集論』（Abhidharmasamuccaya: AS）は、アビダルマの大乗
的展開を知るうえでまず押さえておくべき論典である。同書は欧文での完訳（仏訳と英訳）が
試みられているが、和文での完訳はいまだ果たされていない。また従来の欧文訳は、当時回収
されていたわずかな梵文断片にチベット語訳および漢訳を合わせた、いわばつぎはぎのような
テクストにもとづくものであったが、近年、梵本全体の存在が確認された（Li 2013など）。こ
れにより、同書の梵文原典の完訳を遂行するための基礎資料がようやく揃うことになる。本稿
はかかる梵文原典の完訳を目指す試みの一部である。
同書は、「本事分（maula）」と「決択分（viniścaya）」との二篇に分かれるが、「本事分」はさら

に「三法（tridharma=蘊界処）」・「摂（sam. graha）」・「相応（yoga）」・「成就（samanvāgama）」との
四章に分けられる。そのなか「三法」はさらに「幾何（kati）」・「因（kasmāt）」・「取（upādāna）」・
「相（laks.an. a）」・「建立（vyavasthiti）」・「次第（krama）」・「義（artha）」・「喩（aupamya）」・「広分
別（bheda）」の八節に分けられる。本稿は、『阿毘達磨集論』とその『釈論』（-bhās. ya: ASBh）
のうち、第一篇「本事分」第一章「三法」の中、「幾何」から「建立」の途中「色蘊建立」まで
の訳注研究であり、阿毘達磨集論研究会の研究成果である。
研究会では、代表者である那須良彦が下訳と注を準備し、加納和雄をはじめとする班員

がそれを検討するという仕方で作業を進めた。また、附論に関しては田中裕成が担当した。
Abhidharmasamuccayavyākhyā（ASVy）の写本などにもとづく梵文原典の制定は、李学竹の全
面的な協力によりなし得た。研究会の班員は以下の通りである。

研究会代表者　 那須良彦（社会福祉法人金剛樹心会理事長）
研究会メンバー 加納和雄（高野山大学准教授） 李　学竹（中国蔵学研究中心宗教研究所研究員）

吉田　哲（龍谷大学講師） 松下俊英（大谷大学非常勤講師）
早島　慧（龍谷大学非常勤講師） 高務祐輝（京都大学大学院生）
間中　充（龍谷大学大学院研究生） 吹田隆徳（佛教大学大学院生）
田中裕成（佛教大学大学院生）
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58 インド学チベット学研究 19

校訂と訳について

本稿で提示する、ASの梵文校訂テクスト（暫定版）は、同梵文写本第 1葉、第 2葉に相当す
る。このうち第 1葉については、最近刊行された中国蔵学研究中心所蔵の影印の紙焼き（原本
はポタラ宮蔵）にもとづく李の翻刻（Li 2013）による。そして第 2葉は同写本に欠損している
ため、安慧揉と伝えられる ASVyの梵文写本から AS本文を取りだし（Li & Kano 2014）、その
テクストを提示した（中国蔵学研究中心に影印の紙焼きが所蔵され、原本はノルブリンカ蔵）。
そして、ASBh はタティアの刊本に依り、読みに問題を含む箇所のみ、写本影印（Göttingen

Xc14/23, 14/24）を確認して訂正を試みた。
本稿の校訂本において、異読や訂正は適宜注記したが、写本特有の綴り字や連声の標準化、

アヴァグラハの追加、および分節の添削については煩を避けるため逐一報告しない。ASBhに
おいて太字で示した箇所は、ASの本文を指す。注は二種用いた。一つは、脚注で括弧を附し
た番号（例：（1）など）で表記した。もう一つは、附論の末注で括弧なしの番号（例：1など）で
表記した。
近年、バウッダ・コーシャシリーズの『瑜伽行派の五位百法』が刊行された。その中には

『阿毘達磨集論』における用語の定義も頻出し、特に注意深く厳選された訳語は非常に参考に
なる。

科段

総綱領偈
1 本事分
1.1 三法（蘊界処）
1.1.1 三法の数（幾何）
1.1.2 三法の数が限定される理由（因）
1.1.3 三法が取蘊などと呼ばれる理由（取）
1.1.4 三法の特徴（相）
1.1.4.1 五蘊の特徴
1.1.4.2 十八界の特徴
1.1.4.3 十二処の特徴
1.1.5 三法の設定（建立）

1.1.5.1 五蘊の設定
1.1.5.1.1 色蘊の設定
1.1.5.1.1.1 四大種
1.1.5.1.1.2 所造色
1.1.5.1.1.2.1 五根
1.1.5.1.1.2.2 色境
1.1.5.1.1.2.3 声境
1.1.5.1.1.2.4 香境
1.1.5.1.1.2.5 味境
1.1.5.1.1.2.6 触境
1.1.5.1.1.2.7 法処所摂色
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総綱領偈

【AS】AS-Ms 1v1 (Li 2013: 243.5–11), ASVy-Ms 2v4–6 (Li 2015: 276.1–5), Hayashima 14. Cf. Pradhan

1.1–16.

[1v1] namah. sarvabuddhebhyah. saśrāvakasam. ghebhyo namo namah. .

kati kasmād upādānam. laks.an. am. tadvyavasthitih. ,

kramārthaupamyabhedāś(1) ca sam. grahādi catus.t.ayam. ,

sam. grahah. samprayogaś ca samanvāgama eva ca,

viniścayaś caturbhedah. pin. d. oddānam. samuccaye,

satyadharmāptisām. kathyaviniścayavibhedatah. .

弟子衆（声聞僧伽）を伴う一切諸仏に重ねて礼拝 (2)。

〔蘊界処という三法についての〕幾種、何故、取、特徴、〔および〕その〔三法の〕設定、
順序、意味内容、喩例、分類的考察、〔以上が三法章〕。さらに摂に始まる〔三つの章を
あわせて、都合〕四〔章となる〕。
〔三つの章とは〕摂、相応、成就（具有）である。〔以上、本事分。〕
決択〔分〕は、諦決択、法決択、得決択、論義決択に区別されるから、四〔章〕に分け
られる。〔以上が〕集論における総綱領偈 (3)。

【ASBh】ASBh-Ms 1v–2r (Tatia 1.2–13), ASVy-Ms 2v6–3r3 (Li 2015: 275.6–13), Hayashima 15

namo ratnatrayāya.(4)

kimartham idam. śāstram ārabdham. skandhādı̄n ārabhya kati kasmād ity evamādis.u cintāsthānes.u

kauśalyakaran. ārtham. tathā hy anena kauśalyena dvividho ’nuśam. so labhyate, manaskārā-

nuśam. sah. (5) sām. kathyaviniścayānuśam. saś ca. tatra (i) manaskārānuśam. sah. śamathānukūlyād

(1) kramā- ] ASVy-Ms, karmā- AS-Ms.
(2) ASVy は冒頭に、安慧独自の手になるとみられる帰敬偈とその解説を掲げた後、「さて、まず弟子たちを安
心させるために、論書の骨格が〔無著先生によって〕規程される」（tatrāditah. śāstraśarı̄ram. vyavasthāpyate
śis.yāvis.adārtham)と解説して本文に移る。安慧の帰敬偈と解説の校訂と訳注研究については別稿を準備してい
る。

(3) 総綱領偈（pin. d.oddāna）および AS全体の章分けについては、吉元［1978: 214–215］参照。
(4) ASBh-Ms の冒頭には、通例の写本の書き始めに倣い、siddham.を意味するシンボルが記される。Tatia 校訂
本はこのシンボルを om.と翻字するが正確ではない。Tatia 校訂本は、冒頭に校訂者による挿入句として章題
（laks.an. asamuccayo nāma prathamah. samuccayah.）を掲げる。

(5) -ānuśam. sah. ] ASBh-Ms/ASVy-Ms, -ānuśam. sam. h. (sic) Tatia.
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60 インド学チベット学研究 19

vipaśyanāvr
˚
ddhyānukūlyāc ca veditavyah. . śamathānukūlyam. punar es.u sthānes.u(6) kr

˚
ta-

kauśalasya(7) nih. sam. dehatayā yathes.t.am ālam. bana aikāgryayogena(8) sukham. cittasamadhānatah. .

vipaśyanāvr
˚
ddhyānukūlyam. (9) bahubhih. prakārair jñeyaparı̄ks.ayā(10) prajñāprakars.agamanatah. .

(ii) sām. kathyaviniścayānuśam. sa es.u sthānes.u kuśalasya [2r] sarvapraśnavyākaran. aśaktiyogād

vaiśāradyapratilam. bhato dras.t.avyah. .

三宝に礼拝。
【問】何のために、この論書〔の著述〕に着手するのか。【答】諸蘊など（つまり蘊界処という
三法）に関して「幾種、何故」云々という考察課題（思択処）について巧みにさせるためであ
る。それというのも、この巧みさによって二種の利益が獲られるからである。(1)作意による
利益と (2)論義決択による利益である。そのうち、(1)作意による利益は、①止（奢摩他）に随
順することにもとづき、また②観（毘婆舎那）の増大に随順することにもとづく、と理解され
るべきである。さらに、①止に随順することとは、これら〔考察〕課題について巧みになった
者は、疑いを除去し、思いのままに、所縁に対して一点集中することによって、容易に心を入
定させるからである。②観の増大に随順することとは、多くの方法によって、知の対象に対す
る考察をおこなうことを通して、智慧の卓越性に至らせるからである。(2)論義決択による利
益とは、これら〔考察〕課題について巧みな者は、あらゆる質問に答える能力を備えることに
より、明晰性を獲るからである、と理解されるべきである。

1 本事分
1.1 三法（蘊界処）

1.1.1 三法の数（幾何）

【AS】AS-Ms 1v1–3 (Li 2013: 243.12–21), ASVy-Ms 3r3–6 (Li 2015: 276.14–277.5), Hayashima 14.7–13.

Cf. Pradhan 1.7–13.

kati skandhāh. kati dhātavah. katy āya[1v2]tanāni. pañca skandhāh. . rūpaskandho vedanāskandhah.
sam. jñāskandhah. sam. skāraskandho vijñānaskandhah. .(11) as.t.ādaśa dhātavah. . caks.urdhātū

(6) Cf. ASVy-Ms: cintāsthānes.u. (cintā om. ASVy-Tib.)
(7) Cf. ASVy-Ms: kr

˚
takauśalyasya.

(8) aikāgryayogena ] ASBh-Ms?, ekāgrayogena ASVy-Ms, aikāgrayayogena Tatia.
(9) -āvr

˚
ddhyānukūlyam. ] ASBh-Ms/ASVy-Ms, -āvr

˚
ddhayānukūlyam. Tatia.

(10) Cf. ASVy-Ms: -parı̄ks.an. āt.
(11) Cf. ASVy-Ms: vijñānaskandhaś ca.
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rūpadhātuś caks.urvijñānadhātuh. śrotradhātuh. śabdadhātuh. śrotravijñānadhātur ghrān. adhātur

gandhadhātur ghrān. avijñānadhātur jihvādhātū rasadhātur jihvāvijñānadhātuh. kāyadhātuh.
spras.t.avyadhātuh. kāyavi[1v3]jñānadhātur manodhātur dharmadhātur manovijñānadhātuh. .(12)

dvādaśāyatanāni. caks.urāyatanam. rūpāyatanam. śrotrāyatanam. śabdāyatanam. ghrān. āyatanam.
gandhāyatanam. jihvāyatanam. rasāyatanam. kāyāyatanam. spras.t.avyāyatanam. manaāyatanam.
dharmāyatanam.(13)

【問】諸蘊はいくつあるのか。諸界はいくつあるのか。諸処はいくつあるのか。【答】諸蘊は五
つである。〔すなわち、〕色蘊・受蘊・想蘊・行蘊・識蘊である。諸界は十八である。〔すなわ
ち、〕眼界・色界・眼識界、耳界・声界・耳識界、鼻界・香界・鼻識界、舌界・味界・舌識界・身
界・触界・身識界、意界・法界・意識界である。諸処は十二である。〔すなわち〕眼処・色処、
耳処・声処、鼻処・香処、舌処・味処、身処・触処、意処・法処である。

【ASBh】注釈せず。

1.1.2 三法の数が限定される理由（因）

【AS】AS-Ms 1v3–4 (Li 2013: 243.22–25), ASVy-Ms 3r6–3v2 (Li 2015: 277.6–10), Hayashima 16.1–4.

Cf. Pradhan 1.14–2.1.

kasmāt pañcaiva skandhāh. . pañcākārātmavastūdbhāvanatām upādāya. saparigra[1v4]ha-

dehātmavastūdbhāvanatām upādāya. upabhogātmavastūdbhāvanatām upādāya. vyavahārā-

tmavastūdbhāvanatām upādāya. dharmādharmābhisam. skārātmavastūdbhāvanatām upādāya.

tadāśrayātmavastūdbhāvanatām upādāya.(14)

【問】何に依って諸蘊は五つのみなのか。【答】五種の我事（自己存在にとっての基盤/自己存在
なる基盤）を示すことに依ってである。〔すなわち、〕①執着対象（境）を伴った身体（根）と
いう我事を示すこと（色蘊）、②受用という我事を示すこと（受蘊）、③言語表現という我事を
示すこと（想蘊）、④法・非法に対する心の発動（造作）1という我事を示すこと（行蘊）、⑤そ
れらの所依としての我事を示すことに依ってである（識蘊）2。

【ASBh】ASBh-Ms 2r (Tatia 1.14–19), ASVy-Ms 3v2–5 (Li 2015: 277.11–16), Hayashima 17.1–7.

(12) Cf. ASVy-Ms: mmanovijñānadhātuś ca.
(13) Cf. ASVy-Ms: dharmāyatanañ ca.
(14) Cf. ASVy-Ms: copādāya.
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pañcākārātmavastūdbhāvanatām upādāyety atra caturākāram ātmano vastv ity ātmavastu,

pañcamam. tv ātmalaks.an. am eva vastv ity ātmavastv iti veditavyam. saparigrahadeha-

grahan. ena bāhyasyādhyātmikasya ca rūpaskandhasya grahan. am. veditavyam. vedanādı̄nām

upabhogāditvam. tallaks.an. anirdeśe(15) jñāpayis.yate. tadāśrayātmasvavastu(16) vijñānam, tes.ām.
saparigrahadehādı̄nām āśraya(17) ātmalaks.an. am. vastv ity arthah. . tathā hi loke(18) prāyen. a vijñāna

ātmagrāhah. , śes.es.v ātmı̄yagrāha iti.

「五種の我事を示すことに依ってである」というこの中で3、〔前の〕4四種は、我にとっての事
であるから「我事」といい、一方、第五のものは、事が他ならぬ我を特徴とする5から「我事」
というのだと理解されるべきである6。「執着対象を伴った身体」という語を用いることによっ
て、外的な〔色蘊〕と内的な色蘊とが含意されると理解されるべきである。受など7には受用
などの性質があることは、それら〔受など〕の特徴（相）を解説する箇所において説示される
であろう。「それらの所依という我」そのものとしての「事」とは識8であって、それら執着対
象を伴った身体などにとっての所依であり、我を特徴とする事という意味である。それという
のも、世間9において大概は、識10に対しては我執があり、残り〔の諸蘊〕に対しては我所執
があるからである (19)。

【AS】AS-Ms 1v4 (Li 2013: 243.26–27), ASVy-Ms 3v5 (Li 2015: 277.17–18), Hayashima 16.4–5. Cf.

Pradhan 2.1–2.

kasmād as.t.ādaśaiva dhātavah. . dehaparigrahābhyām. s.ad. ākārātı̄tavartamānopabhogadhāran. atām

upādāya.

【問】何に依って、諸界はただ十八のみなのか。【答】身体と執着対象と11により過去と現在の
六種の受用を保持することに依ってである。

【ASBh】ASBh-Ms 2r–2v (Tatia 1.20–2.2), ASVy-Ms 3v5–4r1 (Li 2015: 277.19–23), Hayashima 17.8–14.

(15) Cf. ASVy-Ms: upabhogādittallaks.an. a-.
(16) 佐久間［1996: 5］は、ASBh-Msの読みである -ātmasvavastuを -ātmavastuに修正するが、この修正は必須では
ない。すなわち、ASBhは当該の ASの ātmavastuの理解について、“pañcamam. tv ātmalaks.an. am eva vastv ity
ātmavastv”と解釈しているため、ātmasvavastuという表現はこの注釈に準じると考えられる。また、『雑集論』
(T [31] 695a28)は「我自体事」と漢訳している点も ātmasvavastuを支持する。ASの tadāśrayātmavastuと一致
しない点は、ASBhが語釈として svaの語を挿入したためであろう。現存の ASVy-Msは ātmavastuとしている
点に関しても、その挿入語 svaを、合揉されている ASとの一致を意識して削除したと考えることは可能であ
ろう。本来存在しなかった svaが後から挿入されたと考えるよりは、本来 svaは存在したが後になって削除さ
れた場合もあると考える方が可能性は高いように思われる。

(17) āśraya ] ASVy-Ms, āśrayam. / ASBh-Ms, āśrayam Tatia.
(18) Cf. ASVy-Ms: lokasya.
(19) Cf. 『顕揚論』 T [31] 505c12–c22.
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dehaparigrahābhyām iti caks.urādı̄ndriyas.at.kena(20) rūpādivis.ayas.at.kena ca. s.ad. ākāro ’tı̄to
vartamānaś copabhogo vijñānas.at.kam, tasya dhāran. am āśrayālambanabhāvatah. .(21) ity

evam. taddhāran. atvena(22) [2v] dvādaśānām indriyavis.ayān. ām. dhātutvam. vijñānānām. punar

upabhogalaks.an. adhāran. atvena dhātutvam. veditavyam. yathātı̄tapratyutpannāś caks.urādaya

upabhogalaks.an. adhārakā naivam anāgatāh. .

「身体と執着対象とにより」とは、眼などの六根と色などの六境とにより、ということである
12。「過去と現在の六種の受用」とは六識である。そ〔の六種の受用〕を「保持する」とは、〔六
根と六境には順次、六識の〕所依と所縁の性質があるからである 13。ゆえに、以上のように、
そ〔の六種の受用〕を保持するので、十二の根と境は界である14。さらに識は、受用という特
徴を保持するので界である、と理解されるべきである。過去と現在の眼などが、受用の特徴を
保持するものであるのと同様には、未来〔の眼など〕は〔受用の特徴を保持するもの〕ではな
い (23)。

【AS】AS-Ms 1v4–5 (Li 2013: 243.28–29), ASVy-Ms 4r1–2 (Li 2015: 277.24–25), Hayashima 16.5–8.

Cf. Pradhan 2.2–4.

kasmād dvādaśaivāya[1v5]tanāni. dehaparigrahābhyām eva s.ad. ākārānāgatopabhogāyadvāratām

upādāya.

【問】何に依って、諸処はただ十二のみなのか。【答】ただ身体と執着対象との二つのみにより、
未来の六種の受用がやってくる門（生門）となることに依ってである。

【ASBh】ASBh-Ms 2v (Tatia 2.3–4), ASVy-Ms 4r2–3 (Li 2015: 277.26–27), Hayashima 17.15–16.

āyadvāramātratvād(24) indriyārthamātragrahan. ena dvādaśaivāyatanāni vyavasthāpitāni, na

tūpabhogalaks.an. am. vijñānas.at.kam iti.

15ただ〔識が〕やって来る門（生門）となるのみであるから、ただ根と境のみという語を用い
ることによって、十二処が設定されるのであって、受用を特徴とする六識が〔設定されるの〕
16ではない。

(20) caks.urādı̄ndriya- ] ASVy-Ms (=Tatia), caks.urindriya- ASBh-Ms.
(21) Cf. ASVy-Ms: -bhāvah. .
(22) Cf. ASVy-Ms: tāvad dhāran. ātvena.
(23) ASBh-Msでは、“yathātı̄tapratyutpannāh. caks.urādaya upabhogalaks.an. adhārakā naivam anāgatāh. .”が、写本の上
部欄外に書き込まれている (Ms 2v)。また、ASBh-Tib.では対応箇所が欠損しており、ASVy-Tib. (D 119b3, P
146a5)では、対応箇所は確認されるが、naivamを欠く。『雑集論』(T [31] 695b5–6)には関連する議論は確認
されるが、梵文とは逐語的に一致しない。文末注 15(謂如過... の注）を参照。

(24) Cf. ASVy-Ms: es.ām āyadvāramātratvād.
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1.1.3 三法が取蘊などと呼ばれる理由（取）

【AS】AS-Ms 1v5–6 (Li 2013: 243.30–33), ASVy-Ms 4r3–5 (Li 2015: 277.28–278.1), Hayashima 20.1–4.

Cf. Pradhan 2.5–8.

kasmād upādānaskandhā ity ucyante. upādānena yuktās tasmād upādānaskandhā ity ucyante.

upādānam. katamat. yo ’tra cchandarāgah. . kena kāran. ena cchandarāga evopādānam.

anāgatavartamānaskandhābhinirvr
˚
ttyaparityāgatām upādāya. anāgatābhilās.ato vartamā[1v6]nā-

dhyavasānataś ca.

【問】なぜ、取蘊と呼ばれるのか。【答】取と結びついているゆえに、取蘊と呼ばれる。【問】取
とは何か17。【答】こ〔の蘊〕に対する欲と貪である (25)18。【問】なぜ、欲と貪だけが取なのか
19。【答】未来と現在の蘊を生起させ、かつ捨てないことに依ってである。未来〔の蘊〕に対し
て希求する〔からであり〕、現在〔の蘊〕に執着するからである20。

【ASBh】ASBh-Ms 2v (Tatia 2.5–8), ASVy-Ms 4r5–6 (Li 2015: 278.2–5), Hayashima 21.1–6.

upādānam. chando rāgaś ca. tatra cchando ’bhilās.ah. .(26) rāgo ’dhyavasānam. chandenānāgatam

ātmabhāvam abhilās.amukhenopādatte. yenānāgatān skandhān abhinirvartayati.(27) rāgena varta-

mānam ātmabhāvam adhyavasānamukhenopādatte. yena vartamānān skandhān(28) na parityajati.

tasmād etad eva dvayam upādānam ity ucyate.

取とは、欲と貪である。そのうち、欲とは希求である。貪とは執着である。欲によって、〔つ
まり〕希求によって、来世の身体を取得する。それによって来世の諸蘊を出現させる。貪に
よって、〔つまり〕執着によって、現在の身体を取得する。それによって現在の諸蘊を捨てな
い。それゆえに、まさのその二つが取と呼ばれる。

(25) Cf. AKBh-III 140.16–17:
tes.ām upādānam. tes.u yaś chandarāgah. . evam. hi bhagavatā sarvatrākhyātam“upādānam. katamat. yo ’tra cchanda-
rāga” iti.
それら〔欲等（kāmādi）〕の取は、それらに対する欲と貪なるものである。というのも、世尊が一切〔の経〕
の中で次のように説かれたからである。「取とは何か。これに対する欲と貪なるものである」と。
なお、当該箇所は、『雑阿含』第 240経「取経」 (T [2] 58a1–6)、SN XXXV, 110 ([IV] 89)との関連が指摘され
ている。小谷・本庄［2007: 182, note 7］、本庄［2014: 391 (no. 3053); 687 (no. 5025); 809 (no. 7006)］参照。

(26) ASVy-Msでは ās.anah. とあり、Li［2015: 278.2］は ’bhilās.anah. と訂正する。
(27) Cf. ASVy-Ms: nirvarttayati.
(28) Cf. ASVy-Ms: varttamānaskandhān.
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【AS】AS-Ms 1v6 (Li 2013: 243.34–35), ASVy-Ms 4r6–4v1 (Li 2015: 278.6–7), Hayashima 20.5. Cf.

Pradhan 2.9.

kena kāran. ena dhātava āyatanāni ca sopādānā dharmā(29) ity ucyante. tatra skandhavan nirdeśah. .

【問】なぜ、諸々の界と諸々の処が取を伴っている諸法と呼ばれるのか。【答】それについての
説明は、蘊と同じである。

【ASBh】ASBh-Ms 2v (Tatia 2.8–9), ASVy-Ms 4v1 (Li 2015: 278.8), Hayashima 21.6–7.

tatra skandhavan nirdeśa iti,(30) upādānena yuktās tasmāt sopādānadharmā iti veditavyam.

「それについての説明は、蘊と同じである」とは、「取と結びついているゆえに21、〔界と処も〕
取を伴っている諸法」であると理解されるべきである。

1.1.4 三法の特徴（相）
1.1.4.1 五蘊の特徴

【AS】AS-Ms 1v6–7 (Li 2013: 244.1–4), ASVy-Ms 4v1–3 (Li 2015: 278.9–12), Hayashima 20.6–9. Cf.

Pradhan 2.10–12.

kim. laks.an.o rūpaskandhah. . rūpan. ālaks.an. ah. . dvividhayā rūpan. ayā. sparśarūpan. ayā deśa-

nirūpan. ayā(31) ca. sparśarūpan. ā(32) katamā. pān. isam. sparśena(33) spr
˚
s.t.o rūpyate. los.t.asam. sparśena

dan. d. asam. sparśena śastrasam. sparśena [1v7] śı̄tenos.n. ena jighatsayā pipāsayā dam. śamaśakavātā-

tapasarı̄sr
˚
pasam. sparśaih. spr

˚
s.to rūpyate.

【問】色蘊はいかなる特徴（相）を持つのか 22。【答】rūpan. ā を特徴とする 23。rūpan. ā には二
種ある24。〔すなわち、〕触による変壊（rūpan. ā）(34) と、場所を表示すること（nirūpan. ā）であ

(29) Cf. ASVy-Ms: sopādānadharmmā.
(30) ASVy-Ms omits“tatra skandhavan nirdeśa iti.”
(31) Cf. ASVy-Ms: deśarūpan. ayā.
(32) Cf. ASVy-Ms: sparśirūpan. ā.
(33) Cf. ASVy-Ms: pān. isparśenāpi.
(34) Cf. ŚrBh1 (YBh) 240.3–9:

dharmatāyuktih. katamā. kena kāran. ena tathābhūtā ete skandhāh. , ... iti. tathā kena kāran. ena
rūpan. alaks.anam. rūpam, anubhavanalaks.an. ā vedanā, sam. jānanālaks.an. ā sam. jñā, abhisam. skaran. alaks.an. āh.
sam. skārāh. , vijānanālaks.an. am. vijñānam iti. prakr

˚
tir es.ām. dharmān. ām iyam, svabhāva es.a ı̄dr

˚
śah. , dharmatais.ā.

法爾道理とは何か。「何故これらの諸蘊はそのように存在し、... 」といい、同様に「何故色は変壊することを
特徴とし、受は感受することを特徴とし、想は表象作用を特徴とし、諸行は〔心の〕発動（造作）を特徴とし、
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る (35)。【問】触による変壊とは何か25。【答】手の接触によって触れられたものが、変壊する26。
石の接触、杖〔の接触〕、刀の接触、寒さと熱さ〔の接触〕、食欲と喉の渇き〔の接触〕、アブ・
蚊・風病・熱病・ヘビの接触によって、〔それぞれ〕触れられたものが〔各々〕変壊する (36)。

【ASBh】ASBh-Ms 2v (Tatia 2.10), ASVy-Ms 4v3–4 (Li 2015: 278.13), Hayashima 21.8.

sparśena rūpan. ā(37) anyathı̄bhāvo(38) veditavyah. .

識は識別作用を特徴とするのか」という、こうしたことはこれらの諸法の本質であり、このようなものは〔諸
法の〕これなる自性であり、こうしたことは法爾なのである。

VinSg (YBh) D 37b5–6, P 40a2–4, T [30] 593b10–12:
de la gzugs gaṅ źe na / de ni rnam pa bcu gcig tu rig par bya ste / mig la sogs pa reg bya’i mthar thug pa’i bar gyi
skye mched bcu daṅ / chos kyi skye mched du gtogs pa’i gzugs so // de yaṅ mdor bsdu na ’byuṅ ba daṅ ’byuṅ ba
las gyur pa ste / thams cad kyaṅ gzugs su ruṅ ba’i mtshan ñid yin no //
問何等是色自性。答略有十一。謂眼等十色處及法處所攝色。又總有二。謂四大種及所造色。如是一切皆變礙
相。
そ〔のウッダーナ〕の中で〔自性について〕、色とは何か。それは 11種であると知るべし。〔すなわち〕眼を
始めとし所触に終わる十処と法處所攝色とである。それはまとめれば大種と大種所造とであり、全て変壊を
特徴とする。

(35) 当該箇所は rūpan. āの語源解釈が変壊（rūpan. ā,√ rup: to suffer, violent）と表示（nirūpan. ā,√ rūp: to form, figure,
represent）の二通りに解釈出来ることを説明している。松島［2007］、浪花［2008: 109 note 5］、山口［1959:
68 note 4］参照。
また、nirūpan. āについては、以下を参照。

ManoBh (YBh) 70:
tatra tatra deśe nirūpyate tatra tatra deśe rūpyati rohati ceti tasmād rūpam.
それぞれの場所で表示され、それぞれの場所で変壊し増長するので、それ故に色である。

VinSg (YBh) D 76b4–5, P 80a5–6, T [30] 608c20–23:
ci’i phyir gzugs la gzugs źes bya źe na / smras pa / yul de daṅ der skye ba’i don daṅ / gzugs su ruṅ ba’i don gyis
so // gzugs su ruṅ ba’i don kyaṅ rnam pa gñis te / lag pa la sogs pa’i ’dus te reg pas gnod pa byar ruṅ ba’i don daṅ
yul sna tshogs su byed pa’i don to //
問何縁色蘊説名爲色。答於彼彼方所種殖増長義及變礙義故名爲色。此變礙義復有二種。一手等所觸便變壞義。
二方處差別種種相義。
何故「色（rūpa）」を色（rūpa）と呼ぶのか。答える。それぞれの場所で増長する（rohati）という意味と、rūpan. ā
という意味によってである。rūpan. āの意味も二種あって、手などの接触により変壊するという意味と、場所
をおもいえがく（sna tshogs su byed pa, *citrı̄kāra）という意味である。
その他、『瑜伽論』 T [30] 660c22–661a2参照。

(36) Cf. 『雑阿含』第 46経 (T [2] 11b27–29):
若可閡可分。是名色受陰。指所閡。若手若石若杖若刀若冷若暖。若渇若飢。若蚊虻諸毒虫風雨觸。是名觸閡。
是故閡是色受陰。

SN XXII, 79 ([III] 86):
kiñca bhikkhave rūpam. vadeta. ruppatı̄ti kho bhikkhave tasmā rūpan ti vuccati. kena ruppati. sı̄tena pi rup-
pati un. hena pi ruppati jighacchāya pi ruppati pipāsāya pi ruppati d. am. samakasavātātapasirisapasamphassena pi
ruppati. ruppatı̄ti kho bhikkhave tasmā rūpan ti vuccāti (Sic).

Cf. 本庄［2014: 84–87 (no. 1014)］.
(37) rūpan. ā ] ASVy-Ms (=佐久間［1996: 5］), rūpān. ā ASBh-Ms, rūpān. ām Tatia. Cf. ASVy-Ms: sam. sparśena rūpan. ā

sparśarūpan. ā.
(38) Cf. ASVy-Ms: anyathābhāvo.
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「触による変壊」とは、31別様になることであると理解されるべきである32。

【AS】AS-Ms 1v7 (Li 2013: 244.4–6), ASVy-Ms 4v4–5 (Li 2015: 278.14–15), Hayashima 20.9–11. Cf.

Pradhan 2.12–14.

deśanirūpan. ā(39) katamā. yā deśa idam. cedañ ca rūpam evam. caivañ ca rūpam iti samāhitena

manasāsamāhitena vā tarkasam. prayuktena citrı̄kāratā.

【問】場所を表示することとは何か27。【答】場所において、「かくかくの色は28、しかじかの29

色である」と〔思いながら〕、入定している意によって、あるいは入定することなく尋と相応
している30〔意〕によって、おもいえがくことである (40)。

【ASBh】ASBh-Ms 2v–3r (Tatia 2.10–12), ASVy-Ms 4v5–6 (Li 2015: 278.16–18), Hayashima 21.8–10.

yā deśe ity abhimukhapradeśe. idam. cedam. cety asthiśam. kalādikam. (41) [3r] jñeyavastusabhāgam.
pratibimbam.(42) evam. caivam. ceti varn. asam. sthānabhedaih. .(43) citrı̄kārateti tathāsam. jñānam.(44)

「場所において」とは、現前の場所においてである。「かくかくは33」とは骨鎖などといった認
識対象と類似した影像である。「しかじかである34」とは、いろ・かたちの異なりをもって、で
ある。「おもいえがくこと」とは、そのように表象（イメージ）することである。

【AS】AS-Ms 1v7 (Li 2013: 244.7), ASVy-Ms 4v6 (Li 2015: 278.19–20, Li & Kano 2014: 55.13–14),

Hayashima 22.1–3. Cf. Pradhan 2.14–15.

kim. laks.an. ā vedanā. anubhavalaks.an. ā.(45) yadrūpen. ānubhavena(46) śubhāśubhānām. karman. ām.
phalavipākam. pratyanubhavati.(47)

【問】受はいかなる特徴を持つのか35。【答】感受という特徴を持つ (48)36。そのようなあり方を

(39) Cf. ASVy-Ms: deśarūpan. ā.
(40) Cf. 『顕揚論』 T [31] 503b4–13.
(41) Cf. ASVy-Ms: asthiśam. kalikādikam. .
(42) Cf. ASVy-Ms: -sabhāgapratibimbam. .
(43) Cf. ASVy-Ms: vastusam. sthāna-.
(44) -sam. jñānam ] ASVy-Ms, -sam. jñānah. ASBh-Ms, -sam. jñā Tatia.
(45) anubhavalaks.an. ā ] ASVy-Ms AS-Tib. (D 45b1, P 52a6: myoṅ ba’i mtshan nyid de)『集論』(T [31] 663b4: 領納
相是受相), om. AS-Ms.

(46) yad- ] ASVy-Ms, yā AS-Ms.
(47) phalavipākam. pratyanubhavati ] ASVy-Ms, phalavipākam. +++(+は判読不能の文字) AS-Ms.
(48) Cf. SavitBh (YBh) 207.1:

vedanāskandhah. katamah. / anubhavajātih. sarvā /
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した感受によって、浄・不浄の諸業の異熟果37を享受するのである (49)。

【ASBh】ASBh-Ms 3r (Tatia 2.13–16), ASVy-Ms 4v6–5r2 (Li 2015: 278.21–279.1), Hayashima 23.1–5.

śubhānām. karman. ām. sukho ’nubhavah. phalavipākah. . aśubhānām. duh. khah. . ubhayes.ām

aduh.khāsukhah. . tathā hi śubhānām aśubhānām. vā vipāka ālayavijñānam. nityam upeks.ayaiva

sam. prayuktam. bhavati.(50) saiva cātropeks.ā vipākah. . sukhaduh.khayos tu vipākajatvād

vipākopacārah. .

諸々の浄業の異熟果（phalavipāka）とは、楽なる感受である。諸々の不浄〔業〕の〔異熟果〕
とは苦なる〔感受〕である38。双方の〔つまり、浄不浄業の異熟果〕とは、不苦不楽なる〔感
受〕である39。つまり、浄あるいは不浄〔業〕にとっての異熟〔果〕たる阿頼耶識は、常に捨
のみと相応しており、そして、この場合（阿頼耶識を想定した場合）、その捨こそが〔本来は〕
異熟40であるけれども、楽と苦は41異熟より生じたものであるから、〔その果たる楽と苦もま
た〕比喩的に「異熟」と表現される。

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 5r2–3 (Li 2015: 279.2–3, Li & Kano 2014: 55.15–16), Hayashima 22.4–6.

Cf. Pradhan 2.16–17.

kim. laks.an. ā sam. jñā. sam. jānanālaks.an. ā. yadrūpen. a nimittagrahen. a citrı̄kāren. a yathādr
˚
s.t.aśruta-

matavijñā[5r3]tān arthān anuvyavaharati.

【問】想はいかなる特徴を持つのか42。【答】表象作用という特徴を持つ (51)43。そのようなあり

受蘊とは何か。あらゆる感受の類である。
VinSg (YBh) D 37b6–38a6, P 40a4–b3, T [30] 593b13–27:

tshor ba gaṅ źe na / de ni rnam pa drug tu blta bar bya ba ste ... // de yaṅ rnam pa gsum daṅ rnam pa gñis te / lus
kyi daṅ sems kyi’o // ... de lta bas na tshor ba ni mdor bsdu na / lus kyi daṅ sems kyi yin la thams cad kyaṅ myoṅ
ba’i mtshan ñid yin no //
問何等是受自性。答略有六種。...此復二種。若色爲依名身受、無色爲依名心受。...故總説二。謂身心受。又
一切受皆領納相。
受とは何か。それは 6 種であると見るべきであって...。それはまた、3 種や 2 種であって身の〔受〕と心の
〔受〕とである。...それゆえ、受はまとめれば身の〔受〕と心の〔受〕とであり、全て感受を特徴とする。

(49) yadrūpen. ānubhavena の理解は難解であるが、ここでは「声聞地」（ŚrBh2 142.4–5）の類似する用例を踏ま
えて直訳的にこのように訳した。yad=vedanā とするこの場合、 anubhava=vedanārūpa となるため、直前の
vedanā=anubhavalaks.an. āと循環するように思われる。もしくは別の理解の可能性として、yadを「なんらかの」
という意味で理解すれば、「ある特定の形をもった感受によって」と訳し得るのかも知れない。その可能性につ
いては、以下の sam. jñā、sam. skāra、vijñānaでも同様である。

(50) Cf. ASVy-Ms: bhavatı̄ti.
(51) Cf. SavitBh (YBh) 207.2:

sam. jñāskandhah. katamah. . sam. jānanājātih. sarvā.
想蘊とは何か。あらゆる表象作用の類である。
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方をした、特徴（像）の把握によって44、〔つまり〕おもいえがくことによって、見られ、聞か
れ、考えられ、識別された通りの対象を言語表現するのである。

【ASBh】ASBh-Ms 3r (Tatia 2.16–18), ASVy-Ms 5r3–4 (Li 2015: 279.4–6), Hayashima 23.5–8.

dr
˚
s.t.aśrutamatavijñātān(52) arthān iti, dr

˚
s.t.am. yac(53) caks.us.ānubhūtam, śrutam. yac chrotren. ā-

nubhūtam, matam. yat svayam abhyūhitam evam. caivam. ca bhavitavyam iti, vijñātam. yat

pratyātmam anubhūtam iti.(54) vyavaharatı̄ty abhilāpaih. prāpayatı̄ty(55) arthah. .

「見られ、聞かれ、考えられ、識別された対象」という中で、「見られた〔対象〕」とは、眼に
よって感受された〔対象〕45であり、「聞かれた〔対象〕」とは、耳によって感受された〔対象〕
46であり、「考えられた〔対象〕」とは、「かくかくしかじかであるはずだ」と自ら推察された
〔対象〕47であり、「識別された〔対象〕」とは、各々各自感受された〔対象〕である。「言語表
現する」とは、ことばをもって理解させるという意味である (56)。

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 5r4–5 (Li 2015: 279.7–9, Li & Kano 2014: 55.17–19), Hayashima 22.7–8.

Cf. Pradhan 2.18–19.

kim. laks.an. āh. sam. skārāh. . abhisam. skaran. alaks.an. āh. . yadrūpen. a cittābhisam. skāren. a(57) kuśa[5r5]le

’pi cittam. prerayati. akuśale ’py avyākr
˚
te ’pi cittam. prerayati nānāvasthāsu ca.

【問】諸行はいかなる特徴を持つのか48。【答】〔心の〕発動（造作）という特徴を持つ (58)49。そ

VinSg (YBh) D 38a6–b2, P 40b3–7, T [30] 593b27–c6:
’du śes gaṅ źe na / de yaṅ sṅa ma bźin du rnam pa drug go // ... mtshan ma med pa’i ’du śes ni srid pa’i rtse mo’i
’du śes gaṅ yin pa daṅ ’jig rten las ’das pa slob pa daṅ / mi slob pa’i thams cad de thams cad kyaṅ kun du śes par
byed pa’i mtshan ñid yin no //
問何等是想自性。答此亦六種如前應知。...無相想者謂有頂想及一切出世間學無學想。又一切想皆等了相。
想とは何か。それは前〔に示した受〕と同様に 6種である。...特徴を持たない想とは、有頂の想なるものと、
全ての出世間の学と無学の〔想〕であり、全て表象作用を特徴とする。

(52) dr
˚
s.t.aśrutamatavijñātān ] ASBh-Ms (=佐久間［1996: 5］) ASVy-Ms, dr

˚
s.t.aśrutatamavijñātān Tatia.

(53) Cf. ASVy-Ms: yaś.
(54) ASVy-Ms omits iti.
(55) prāpayatı̄ty ] ASVy-Ms (=Tatia), prāpatı̄ty ASBh-Ms.
(56) Cf. 『顕揚論』 T [31] 572b23–28.
(57) cittā- ] em., cintā- ASVy-Ms.
(58) Cf. SavitBh (YBh) 207.2–3:

sam. skāraskandhah. katamah. . cittābhisam. skāramanaskarmajātih. sarvā.1)

1) チベット語訳（D 106a4, P 121a4–5: thams cad kyaṅ sems mṅon par ’du byed pa yid kyi las kyi rnam pa
yin no）、および漢訳（T [30] 323a10–11: 行蘊云何。謂一切心所造作意業種類。）に基づいて sarva を
補う。

行蘊とは何か。あらゆる、心の発動（造作）による意業の類である。
VinSg (YBh) D38b2–4, P 40b7–41a1, T [30] 593c7–12:
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のようなあり方をした50心の発動によって、善なるものに対して心を動かし、さらに不善なる
ものに対しても、また無記なるものに対しても、そして様々な段階に対しても、心を動かすの
である51。

【ASBh】ASBh-Ms 3r (Tatia 2.19), ASVy-Ms 5r5 (Li 2015: 279.10), Hayashima 23.9.

nānāvasthāsu ceti sukhaduh.khādyāsu.(59)

「そして様々な段階に対して」とは、苦52・楽などの〔段階〕に対してである53。

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5r5–6 (Li 2015: 279.11–12, Li & Kano 2014: 55.20–21), Hayashima

22.8–10. Cf. Pradhan 2.19–3.2.

kim. laks.an. am. vijñānam. vijānanāla[5r6]ks.an. am. yadrūpayā vijānanayā rūpān. y api vijānāti śabdān

gandhān rasān spras.t.avyān dharmān api vijānāti.

【問】識はいかなる特徴を持つのか54。【答】識別作用という特徴を持つ (60)55。そのようなあり
方をした識別作用によって、諸々の色を識別する。声・香・味・所触・諸法56をも識別する。

【ASBh】注釈せず。

1.1.4.2 十八界の特徴

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5r6–5v1 (Li 2015: 279.13–14, Li & Kano 2014: 55.22–23), Hayashima

24.1–2. Cf. Pradhan 3.3–4.

’du byed rnams gaṅ źe na / de dag kyaṅ sṅa ma kho na bźin du rnam pa drug go // ... ’du byed rnams ni mdor bsdu
na dge ba daṅ mi dge ba daṅ luṅ du ma bstan pa dag ste thams cad kyaṅ mṅon par ’du byed pa’i mtshan ñid yin
no //
問、何等是行自性。答、此亦六種、如前應知。...又此行相略有三種。一者善行、二不善行、三無記行。又一切
行皆造作相。
諸行とは何か。それは実に前〔に示した受〕と同様に 6種である。...諸行はまとめれば、善と不善と無記で
あり、全て発動を特徴とする。

(59) Cf. ASVy-Ms: sukhaduh. khādyavasthāsu.
(60) Cf. SavitBh (YBh) 207.3–4:

vijñānaskandhah. katamah. . vijānanājātih. sarvā.
識蘊とは何か。あらゆる識別作用の類である。
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caks.urdhātulaks.an. am. katamat. yena caks.us.ā rūpān. i dr
˚
s.t.avān paśyati ca ya[5v1]c(61) ca tadbı̄jam

upacitam vaipākyam ālayavijñānam. tac caks.urdhātulaks.an. am.(62)

【問】眼界の特徴は何か。【答】諸々の色をかつて見た、また〔現に〕見る眼という作具（yena）
57、および積集したそれの種子としての〔阿頼耶識および〕異熟の阿頼耶識、それが眼界の特
徴である。

【ASBh】ASBh-Ms 3r–3v (Tatia 2.20–24), ASVy-Ms 5v1–2 (Li 2015: 279.15–18), Hayashima 25.1–5.

yena caks.us.ā rūpān. i dr
˚
s.t.avān ity atı̄tavijñānopabhogadhārakatvena dhātutvam. (63) darśayati.

paśyatı̄ti [3v] vartamānavijñānopabhogadhārakatvena. yac ca tasya caks.us.o bı̄jam upacitam
ālayavijñānam. yata āyatyām. caks.ur nirvartis.yate,(64) vaipākyam. ca yato nirvr

˚
ttam, tad api

dvividham. bı̄jam. (65) caks.urdhātur ity ucyate, caks.us.o hetutvāt.

「諸々の色をかつて見た眼という作具58」59とは、過去の識という受用を保持するもの（dhāraka）
であるから界（dhātu）であるということを示している。「〔現に〕見る」とは、現在の識の受用
を保持するものであるから〔界であるということを示している〕（界という語は保持する手段
を意味する）60。「積集したその眼の種子としての阿頼耶識」とは61、未来において眼の生起を
もたらすものである。「異熟の〔阿頼耶識〕」とは62、すでに〔眼の〕生起をもたらしたもので
ある。その二種の種子もまた眼界と呼ばれる。〔なぜなら二種の種子は〕眼の原因だからであ
る（界という語は原因を意味する）。

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 5v3 (Li 2015: 279.19–20, Li & Kano 2014: 55.24), Hayashima 24.2–4. Cf.

Pradhan 3.4–5.

[5v3] yathā caks.urdhātulaks.an. am evam. śrotraghrān. ajihvākāyamanodhātulaks.an. am.

耳・鼻・舌・身・意界の特徴63も、眼界の特徴64と同様である。

【ASBh】注釈せず。

(61) yac ] em., yaś ASVy-Ms.
(62) -dhātu- ] em., -dhāti- ASVy-Ms.
(63) Cf. ASVy-Ms: dhātu.
(64) Cf. ASVy-Ms: nnivarttis.yate.
(65) ASVy-Ms omits bı̄jam. .
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【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5v3–4 (Li 2015: 279.20–21, Li & Kano 2014: 55.25–26), Hayashima

24.4–5. Cf. Pradhan 3.5–6.

rūpadhātulaks.an. am. katamat. yāni caks.us.ā rūpān. i dr
˚
s.t.āni dr

˚
śyante ca yac ca(66) caks.urdhātos

tatrādhipa[5v4]tyam. tad rūpadhātulaks.an. am.

【問】色界の特徴は何か。【答】かつて眼で65見られた諸々の色66、現に見られている〔諸々の
色〕、そして眼界のもつそ〔の色〕に対する支配力（増上力）、以上が色界の特徴である。

【ASBh】ASBh-Ms 3v (Tatia 2.24), ASVy-Ms 5v4 (Li 2015: 279.22), Hayashima 25.5–6.

yac caks.urdhāto rupa ādhipatyam(67) iti rūpı̄ndriyādhipatyena(68) bāhyavis.ayanirvartanāt.

「眼界のもつ〔その〕色に対する支配力」とは、有色根の支配力によって67、外〔界〕の対象を
生ずるからである68。

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5v4–5 (Li 2015: 279.23–24, Li & Kano 2014: 55.27–28), Hayashima

24.5–6. Cf. Pradhan 3.6–7.

yathā rūpadhātulaks.an. am evam. śabdagandharasaspras.t.avyadha[5v5]rmadhātulaks.an. am.

声・香・味・触・法界の特徴も、色界の特徴69と同様である。

【ASBh】注釈せず。

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5v5–6 (Li 2015: 279.24–280.3, Li & Kano 2014: 55.29–33), Hayashima

24.6–9. Cf. Pradhan 3.7–10.

caks.urvijñānadhātulaks.an. am. katamat. yā caks.us.ā āśrayen. a rūpen. a cālambanena rūpapratibhāsā

vijñaptih. . yac ca tadbı̄jam upacitam. (69) vaipākyam āla[5v6]yavijñānam. tac caks.urvijñānadhātu-

laks.an. am. yathā caks.urvijñānadhātulaks.an. am evam. śrotraghrān. ajihvākāyamanovijñānadhātu-

laks.an. am.

【問】眼識界の特徴は何か。【答】眼という所依と色という所縁によって色の顕現 70を持つ識

(66) yac ca ] em., yac ASVy-Ms.
(67) Cf. ASVy-Ms (=AS from ASVy-Ms): yac caks.urddhātos tatrādhipatyam.
(68) Cf. ASVy-Ms: indriyādhipatyena. =ASVy-Tib. (D 121a2, P 148a1: dbang po’i dbang gis phyi rol gyi yul ’grub

pa’i phyir te) and ASBh-Tib. (D 3a5, P 3b7: dbang po’i dbang gis phyi rol gyi yul ’grub pa’i phyir ro).
(69) upacitam. ] em., upacita ASVy-Ms.
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別、および積集したそれ（識別）の種子としての〔阿頼耶識ならびに〕異熟の阿頼耶識、それ
が眼識界の特徴である。耳・鼻・舌・身・意識界の特徴も、眼識界の特徴71と同様である72。

【ASBh】注釈せず。

1.1.4.3 十二処の特徴

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 5v6–6r1 (Li 2015: 280.3–4, Li & Kano 2014: 55.34), Hayashima 24.10.

Cf. Pradhan 3.11.

āyatanalaks.an. am. katamat. tad dhātuvad dras.t.avyam. ta[6r1]c ca yathāyogam.

【問】処の特徴は何か。【答】それは界と同様に理解されるべきであり、適宜それが〔理解され
るべきである〕73。

【ASBh】ASBh-Ms 3v (Tatia 3.1–2), ASVy-Ms 6r1 (Li 2015: 280.5–6), Hayashima 25.8–9.

tad dhātuvad dras.t.avyam. tac ca yathāyogam iti yena caks.us.ā rūpān. i draks.yati yac ca tadbı̄jam

ityevamādi yojayitavyam.(70)

「それは界と同様に理解されるべきであり、適宜それが〔理解されるべきである〕」74とは、「色
を見るであろう眼という作具、およびそれの種子」云々75〔という界の特徴〕が、〔処にも同様
に〕適用されるべきである〔という意味である〕。

1.1.5 三法の設定（建立）
1.1.5.1 五蘊の設定
1.1.5.1.1 色蘊の設定

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 6r1–2 (Li 2015: 280.7–8, Li & Kano 2014: 56.1–2), Hayashima 26.1–2.

Cf. Pradhan 3.12–13

rūpaskandhavyavasthānam. katamat. yat kiñcid rūpan tat sarvañ catvāri mahābhūtāni catvāri [6r2]

ca mahābhūtāny upādāya.

(70) Cf. ASVy-Ms: yojyam. .
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【問】色蘊を設定（建立）するものは何か76。【答】あらゆる色であり、それら一切は四大種と
四大種所造〔色〕である (71)。

【ASBh】ASBh-Ms 3v–4r (Tatia 3.3–10), ASVy-Ms 6r2–5 (Li 2015: 280.9–16), Hayashima 27.1–10.

catvāri ca(72) mahābhūtāny upādāyeti katham upādāyarūpam. catvāri mahābhūtāny upādāya.

jananasam. niśrayapratis.t.hopastam. bhopabr
˚
m. han. ahetutvena.(73) jananādihetutvam. punar

bhūtānām upādāyarūpe pañcavidham. hetutvam(74) adhikr
˚
tya. (i) utpattihetutvam. tair

vinā tadanutpatteh. . (ii) vr
˚
ttihetutvam. bhūtāni pratyākhyāyopādāyarūpasya pr

˚
thagdeśā-

vas.t.ambhasāma[4r]rthyābhāvāt. (iii) anuvr
˚
ttihetutvam. bhūtavikāren. a tatpratis.t.hitopādāya-

rūpavikriyāgamanāt.(75) (iv) sthitihetutvam. sadr
˚
śotpattikāle bhūtair upādāyarūpasam. tānasyā-

nupacchedayogena(76) sam. dhāran. āt. (v) upacayahetutvam. vr
˚
ddhikālabhūtair(77) upādāyarūpā-

pyāyanād iti.

【問】「四大種所造」77というが、どのようにして所造色は四大種に依るのか78。【答】生因・依
因・立因・持因・養因としてである (78)79。さらに、所造色に対する五種の原因であることに
関して、大種は生などの因である80。(i)〔大種は生因すなわち〕81生起の原因である。それら
〔大種〕無しに、それら〔所造色〕は生じないからである。(ii)82〔大種は依因すなわち〕83作動
の原因である。大種を捨てれば、所造色は〔大種とは〕別個に場所に依る能力を持たないから
である。(iii)〔大種は立因すなわち〕84随順する原因である。大種が変異することによって、そ

(71) Cf. 『法蘊足論』 T [26] 500c29–501a2:
云何色蘊謂諸所有色一切皆是四大種及四大種所造是名色蘊

『品類足論』 T [26] 692b24–25:
色云何謂諸所有色一切四大種及四大種所造色

PVk 6:
[2](rūpam. kata)rac catvāri mahābhūtāni catvā(ri) [ca] ma(hā)bhūtāny upādāya(.)

AA D 302b5–6, P 393b1–2:
de la gzugs ni rnam pa gnyis te ’byung ba dang ’byung ba las gyur ba gzugs so //

ŚrBh2 (YBh) 108.5–6:
tatra rūpaskandhah. katamah. / yat kiñcid rūpam. sarvam. tac catvāri mahābhūtāni catvāri mahābhūtāny upādāya /

PSk 1.6–7:
rūpam. katamat / yat kiñcid rūpam sarvam. tac catvāri mahābhūtāni catvāri ca mahābhūtāny upādāya //

(72) ASVy-Ms omits ca.
(73) -pratis.t.hopastam. bho- ] ASBh-Ms, -pratis.t.asavastambho- ASVy-Ms (read -pratis.t.hāvas.t.ambho-).
(74) Cf. ASVy-Ms: pañcavidhahetutvam.
(75) Cf. ASVy-Ms: -gamāt.
(76) Cf. ASVy-Ms: -ānucchedayogena.
(77) vr

˚
ddhikālabhūtair ] ASVy-Ms, vr

˚
ttikāle bhūtair ASBh-Ms.

(78) チベット語訳、漢訳に従えば、「【問】「四大種所造」という場合、どのようにして所造色があるのか。【答】「四大
種所造」というのは、生因・依因・立因・持因・養因のゆえにである。」と理解される。しかし、構文上 katham
は upādāyaに対する疑問詞と理解する方が自然であろう。また、ASVyの写本も、この分節での理解を支持す
る。
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れら〔大種〕に依って立つ所造色も変異を被るからである85。(iv)〔大種は持因すなわち〕86持
続の原因である。類似したものが生起するときに、大種は所造色の相続を断絶しない仕方で保
持するからである。(v)〔大種は養因すなわち〕87成長の原因である。増大した時の大種が、所
造色を増大させるからである (79)。

(79) Cf. 玄奘訳『婆沙論』 T [27] 663a27–29:
問此於造色五因皆無如何因義。答雖同類等五因皆無而別有餘五種因義、謂生因依因立因持因養因。由此能造。
玄奘訳『婆沙論』 T [27] 681b20–23:
大種與所造色爲幾縁。答因増上。因者五因謂生因依因立因持因養因。増上者謂不礙生及唯無障。
同論書中、他に 644a13、686b5–6、688a12–13に見える。また、『雑心論』 T [28] 877a10–11:
四大與此諸界五因生。生因依因建立因養因長因。
同論書中、他に 888b9に見える。また、AKBh-II 102–103:

bhautikasya tu pañcadhā.（AK, II-65b）
bhautikasya tu bhūtāni pañcaprakāro hetuh. . 【 問 】katham. 【 答 】“jananān nih. śrayāt sthānād
upastambhopabr

˚
m. han. āt” so ’yam. kāran. ahetur eva punah. pañcadhā bhinnah. . (i) jananahetus tebhya utpatteh. . (ii)

niśrayahetur jātasya bhūtānuvidhāyitvād1) ācāryādinih. śrayavat. (iii) pratis.t.hāhetur ādhārabhāvāt. citrakud. yavat.2)

(iv) upastambhahetur anucchedahetutvāt. (v) upabr
˚
m. han. ahetur vr

˚
ddhihetutvāt.3) evam es.ām. janmavikārādhāra-

sthitivr
˚
ddhihetutvam ākhyātam. bhavati.

1) bhūtānuvidhāyitvāt purus.akāraphalād→ bhūtānuvidhāyitvād（櫻部［1969: 404］）
2) -kr

˚
tyavat→ -kud.yavat（AKVy 29.29）

3) 原文テキストには upabr
˚
m. han. ahetur vr

˚
ddhihetutvātを欠くも、両漢訳およびチベット語訳、さらにこの

箇所をそのまま引用する AKVy 29.29により、upabr
˚
m. han. ahetur vr

˚
ddhihetutvāt. を挿入して読む。

一方、五通りに種所造（bhautika）の〔因〕である。（AK, II-65b）
一方、〔大〕種所造〔色〕にとっては、〔大〕種は五種の因である。【問】どのようにしてか。【答】(i)生によっ
て、(ii)依によって、(iii)立によって、(iv)持によって、(v)養によってである。能作因そのものがさらに五通
りに分けられる。〔すなわち、〕(i)〔大種は大種所造色の〕生因である。〔大種所造色は〕それら〔大種〕から
生起するからである。(ii)依因である。生じた〔所造色〕は、〔大〕種に随順するからである。〔弟子が〕先生
などに依るように。(iii)立因である。〔大種は所造色を〕保持するものだからである。〔壁〕画〔が描かれた〕
壁のように。(iv)持因である。〔大種は所造色が〕断絶しない因だからである。(v)養因である。〔大種は所造
色の〕成長の因だからである。以上のように、これら〔大種〕が、生起・変異・保持・持続・成長の因である
ことが説かれたことになる。
また、福原他［1973: 301］では生等の五因が見られる箇所をまとめ、『順正理論』（T [29] 452a18–c21)におい
て、上座の一派に五因説を非聖教説として認めない者たちがいたことを伝えている点を指摘する。
その他、ManoBh (YBh) 52.12–53.8:

tatra rūpasamudāye tāvad sarvadharmāh. svabı̄jebhya utpadyante. tat katham. . mahābhūtāny upādāya rūpam.
jāyata ity ucyate. katham. ca tes.u niśritam upādāyarūpam. bhavati. tes.u pratis.t.hitam. tair upastabdham. taiś
cānubr

˚
m. hitam iti. tathā hi sarves.ām ādhyātmikabāhyānām. bhūtānām upādāyarūpān. ām. cādhyātmam. cittasantatau

bı̄jāni sannivis.t.āni. tatra tāvad upādāyarūpabı̄jam upādāyarūpam. na1) janayati yāvad bhūtabı̄jena bhūtāny
ajanitāni bhavanti. bhūtes.u punar jātes.u tadupādāyarūpam. svabı̄jād evotpadyamānam. tadupādāya jātam ity
ucyate. tajjātipūrvaṅgamatvāt. evam. bhūtāny asya janakāni bhavanti. katham. tanniśritam upādāyarūpam.
bhavati. tathā hi. utpannam upādāyarūpam. bhūtadeśāvinirbhāgen. a pravartate. katham. tat pratis.t.hitam. bha-
vati. mahābhūtānugrahopaghātaikayigaks.ematvāt. katham. tadupastabdham. bhavati. tanmātrāvipran. āśatayā.
katham anubr

˚
.mhitam. bhavati. āhāram āgamya svapnam. brahmacaryavāsam. vā samādhim. vā tadāśritam.

bhūyobhāvavr
˚
ddhivaipulyatām. gacchati. tat tadanubr

˚
m. hitam ity ucyate. idam. copādāyarūpe mahābhūtānām.

pañcākāram. kāritram. veditavyam. .
1) 原文テキストには naを欠くも、漢訳およびチベット語訳により naを挿入して読む。

【問】そのうちまず、色聚に関していえば、一切諸法は自己の種子より生起するのに、それがどうして、〔四〕
大種に依って色が生ずると言われるのか。またどうして所造色はそれら〔四大種〕に依り、それら〔四大種〕
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1.1.5.1.1.1 四大種

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 6r5–6 (Li 2015: 280.17–19, Li & Kano 2014: 56.3–5), Hayashima 26.2–5.

Cf. Pradhan 3.13–16.

catvāri mahābhūtāni katamāni. pr
˚
thivı̄dhātur abdhātu[6r6]s tejodhātur vāyudhātuh. . pr

˚
thivı̄dhātuh.

katamah. . kakkhat.atvam.(80) abdhātuh. katamah. . dravatvam. tejodhātuh. katamah. . us.n. atvam.

vāyudhātuh. katamah. . laghusamudı̄ran. atvam.

【問】四大種とは何か。【答】地界・水界・火界・風界である (81)88。【問】地界とは何か89。【答】

に依って立ち、それら〔四大種〕に依って保持され、それら〔四大種〕に依って養われているのか。【答】な
ぜならば、一切の内的・外的な〔四〕大種と、〔四大種〕所造色の種子は、内的な心相続に存在しているから
である。その場合、大種の種子によって、〔四〕大種が生じていない間は、所造色の種子は所造色を生じない。
そして〔四〕大種が生じたとき、それら〔四大種〕に依ってある色（所造色）がまさに自己の種子より生起し
つつある場合、それら〔四大種〕によって生じたと言われる。それら〔四大種〕の生起を先としているからで
ある。このように、〔四〕大種は、こ〔の所造色〕を生じさせるものである。【問】どうして所造色はそれら
〔四大種〕に依っているのか。【答】なぜならば、すでに生起した所造色は、大種の場所と不可分離に存在して
いるからである。【問】どうして〔所造色は〕それら〔四大種〕に依って立っているのか。【答】大種の利益と
損害による安危を同一にしているからである。【問】どうして〔所造色は〕それら〔四大種〕に依って保持さ
れているのか。【答】ただそれら〔四大種〕のみによって消失しないからである。【問】どうして〔所造色は四
大種に依って〕養われているのか。【答】飲食によってあるいは睡眠、あるいは梵行に住すること、あるいは
三昧に〔よって〕、それら〔四大種〕を所依としている〔所造色〕は、より一層増大する。したがって、それら
〔四大種〕に依って養われていると言われる。そして、〔四〕大種には所造色に対して以上の五種の作用がある
と理解されるべきである。

PSkV 6.3–9:
pañcaprakāren. a janananiśrayapratis.t.hopastambhabr

˚
m. han. ānām. hetubhāvena bhautikam. bhūtāny upādatta

ity upādāyaśabdo hetvarthah. . tad yathendhanam upādāyāgnir bhavatı̄ti tena nimiteneti gamyate. tatra
jananahetutvam. tair vinā tadanutpatteh. . niśrayahetutvam. bhūtavikāre tatpratis.t.hitopādāyarūpavikr

˚
tyanuvidhānāt.

sthānahetutvam. bhūtānām. sadr
˚
śasantānotpattau bhautikasyāpi sadr

˚
śasantānānucchedahetutvāt.

upastambhahetutvam. tadvaśenānucchedāt. br
˚
m. han. ahetutvam. bhūtavr

˚
ddhau tadāśritopādāyarūpavr

˚
ddheh. .

〔四大種は〕生・依・立・持・養にとっての五種の因であるゆえに、大種所造〔色〕は大種に依っている。ゆ
えに「所造（依ってある）」という語は原因を意味する。例えば、薪に依って火が生ずるというように。〔つま
り、〕「その因相によって」と理解される。それら〔五種〕のうち、（i）〔大種が所造色の〕生因であるというの
は、それら〔大種〕なしにそれら〔所造色〕は生じないからである。（ii）〔大種が所造色の〕依因であるとい
うのは、大種が変異するとき、それら〔大種〕に依って立つ所造色の変異をも左右するからである。（iii）〔大
種が所造色の〕立因であるというのは、〔四〕大種が類似した相続を生じるときに、大種所造〔色〕も類似し
た相続を断絶させない原因となるからである。（iv）〔大種が所造色の〕持因であるというのは、それら〔大
種〕によって〔所造色は〕断絶しないからである。（v）〔大種は所造色の〕養因であるというのは、大種が増
大するときに、それに依っている所造色も増大するからである。

(80) kakkhat.atvam. ] em., kakkhyat.atvam. ASVy-Ms.
(81) 『品類足論』T [26] 692b25–26:

四大種者、謂地界・水界・火界・風界。
同様に、PVk 7, AK (I-12ab) 8.11, SavitBh (YBh) 207.5, PSk 1.8–10.
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固形性（堅性）である。【問】水界とは何か90。【答】液状性（湿性）である。【問】火界とは何
か91。【答】煖熱性（煖性）である。【問】風界とは何か92。【答】軽〔性〕と動性である (82)。

(82) Cf. 『品類足論』 T [26] 692c11–12; 699c4–5:
地界云何。謂堅性。水界云何。謂濕性。火界云何。謂煖性。風界云何。謂輕等動性。

『発智論』 T [26] 986c26–29:
地云何。答顯形色。地界云何。答堅性觸。水云何。答顯形色。水界云何。答濕性觸。火云何。答顯形色。火
界云何。答煖性觸。風云何。答即風界。風界云何。答動性觸。

AKBh 8.17–22:
svabhāvas tu yathākramam.

kharasnehos.n. ateran. āh.（AK, I-12d）
kharah. pr

˚
thivı̄dhātuh. . sneho ’bdhātuh. . us.n. atā tejodhātuh. . ı̄ran. ā vāyudhātuh. . ı̄ryate ’nayā bhūtasroto

deśāntarotpādanāt pradı̄peran. avad itı̄ran. ā.“vāyudhātuh. katamo laghusamudı̄ran. atvam”iti parakaran. es.u nirdis.t.am.
sūtrānte ca. tat tu laghutvam upādāyarūpam apy uktam. prakaran. es.u. ato ya ı̄ran. āsvabhāvo dharmah. sa vāyudhātur
iti karman. āsya svabhāvo ’bhivyaktah. .
一方、〔四大種の〕自性は、順次に、

固形（khara堅）・液状（sneha湿）・煖熱（us.n. atā煖）・浮動（ı̄ran. ā動）である。（AK, I-12d）
地界は堅さであり、水界は湿り気であり、火界は熱さであり、風界は動きである 。〔風界によって〕大種の
流れが、あたかも灯火の動きのように、他の場所に生じるから、〔色が〕動く作具が動きである（ı̄ryate ’nayā
itı̄ran. ā）。『品類〔足論〕』や経典には「風界とは何か。軽さと浮動である」と説かれている。だが、『品類〔足
論〕』においては「その軽さが所造色である」とも説かれている。このゆえに、浮動を自性とする法が風界で
ある、というように作用（karman）をもってこ〔の風界〕の自性（svabhāva）が明らかにされたのである。

ŚrutBh (YBh) D tshi 174b5–6, P dzi 199b8–200a1:
chos bzhi po ’di dag ni rgyu las byung ba’i gzugs chen po rnam pa du ma ’jug pa’i rten du ’byung ba ste/ sra ba
nyid dang / gsher ba nyid dang / tsha ba nyid dang / yang zhing g-yo ba nyid do //
以下の四法は、多くの〔四〕大種所造色が生起する所依となる。〔すなわち、〕固形性（堅性）・液状性（湿性）・
煖熱性（煖性）・軽動性（軽等動性）である。

PSk 1.10–2.2:
tatra pr

˚
thivı̄dhātuh. katamah. . khakkhat.atvam. abdhātuh. katamah. . snehah. . tejodhātuh. katamah. . us.mā. vāyudhātuh.

katamah. . laghusamudı̄ran. atvam.
【問】そのうち地界とは何か。【答】固形性（kakkhat.atva堅強性）である。【問】水界とは何か。【答】液状性
（sneha流湿性）である。【問】火界とは何か。【答】煖熱性（us.man温燥性）である。【問】風界とは何か。【答】
軽〔性〕と動性（laghusamudı̄ran. atva軽等動性）である

PSkV 6.16–7.10:
bhūtavat pr

˚
thivı̄dhātvādayo ’pi svarūpanirdeśam antaren. a na vijñāyanta iti punar api praśnah. — pr

˚
thivı̄dhātuh.

katama ityādi. khakkhat.atvam iti bhāvapratyayo ’tra svārthikah. khakkhat.am eva khakkhat.atvam, na hy
atra bhāvāntaram asti. khakkhat.ah. kharah. krūra iti paryāyāh. . sneho ’bdhātur iti sam. śrayātmakatvād
dravatvād vā snehah. . dāhakatvād ūs.mā1) tejodhātuh. . vāyudhātur laghusamudı̄ran. atvam iti. laghutvam.
vāyudhātur ity ucyamāna upādāyarūpasyāpi bhūtatvam. prasajyeta. ı̄ran. am. vāyudhātur ity ucyamāne karmai-
vāsya nirdis.t.am. syān na svarūpam ity ato ’sya laghutvād upādāyarūpāt karman. aś ca vyavacchedārtham
evam uktam. laghusamudı̄ran. atvam. vāyudhātur iti. samudı̄ran. atvam. punar bhāvasrotaso nairantaryen. a
deśāntarotpattihetutvam.

1) PSk: us.mā
大種と同様に、地界なども自性の解説なしには知られない。ゆえにさらに「地界とは何か」と質問する。「固形
性（khakkhat.atva）」という性質を意味する接尾辞（bhāvapratyaya）は、〔語〕本来の意味を持つもの（svārthika）
である。〔つまり〕「固さ（khakkhat.a）」と「固形性（khakkhat.atva）」は同じである。なぜならば、ここでは別
個のものではないからである。「固（khakkhat.a）」と「堅（khara）」と「硬（krūra）」は同義語である。「水界
とは、液状性（sneha）である」1)とは、依（sam. śraya）2)を自体とするものであるから、液状性である。燃や
すものであるから、火界とは、熱性である。「風界とは、軽〔性〕と動性である」とは、「風界とは、軽性であ
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【ASBh】注釈せず。

1.1.5.1.1.2 所造色

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 6r6–6v1 (Li 2015: 280.20–22, Li & Kano 2014: 56.6–8), Hayashima

26.5–8. Cf. Pradhan 3.16–18.

upādāyarū[6v1]pam. katamat. caks.urindriyam. śrotrendriyam. ghrān. endriyam. jihvendriyam.
kāyendriyam. rūpam. śabdo gandho rasah. spras.t.avyaikadeśo dharmāyatanādikañ ca rūpam.

【問】所造色とは何か93。【答】眼根・耳根・鼻根・舌根・身根94・色・声・香・味、および所触
の一部 (83)、法処などに〔所属する〕色である (84)。

【ASBh】注釈せず。

1.1.5.1.1.2.1 五根

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 6v1–4 (Li 2015: 280.22–28, Li & Kano 2014: 56.9–14), Hayashima 26.8–

13. Cf. Pradhan 3.18–23.

る」と〔のみ〕言われる場合、所造色も大種となる過失の付随があろう。「風界とは、動性である」と言われ
る場合、こ〔の風界〕の作用（karman）が説かれているであろうが、自性が〔説かれているの〕ではない。ゆ
えに、こ〔の風界〕には軽快性があるから、〔この風界を〕所造色と作用から区別するために、「風界とは、軽
〔性〕と動性である」とこのように説かれたのである。さらに動性とは、存在の流れが、断絶せずに別の場所
に生じる原因であることである。

1) チベット語訳は、本論の通り「水界とは何か。液状性である」（P 5a7: chu’i khams gang zhe na / gsher ba
nyid do）となっている。

2) チベット語訳は’du bar byed pa。
(83) 大種を除外するから「一部」と言う。
(84) Cf. 『品類足論』 T [26] 692b26–27:

所造色者、謂眼根・耳根・鼻根・舌根・身根・色・聲・香・味、所觸一分、及無表色。
SavitBh (YBh) 207.6–7:

catvāri mahābhūtāny upādāya rūpam. katamat. daśa rūpı̄n. y āyatanāni dharmāyatanaparyāpannam. ca rūpam. .
【問】四大種に依ってある色（四大種所造色）とは何か。【答】十有色処と法処所摂色とである。
PSk 2.3–5:

upādāyarūpam. katamat. caks.urindriyam. śrotrendriyam. ghrān. endriyam. jihvendriyam. kāyendriyam. rūpam. śabdo
gandho rasah. spras.t.avyaikadeśo ’vijñaptiś ca.
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caks.urindriyam. katamat. catvāri mahābhūtāny upādāya caks.ur[6v2]vijñānasanniśrayo(85)

rūpaprasādah. . śrotrendriyam. katamat. catvāri mahābhūtāny upādāya śrotravijñānasanniśrayo

rūpaprasādah. . ghrān. endriyam. katamat. catvāri mahābhūtāny u[6v3]pādāya ghrān. a-

vijñānasanniśrayo(86) rūpaprasādah. . jihvendriyam. katamat. catvāri mahābhūtāny upādāya

jihvāvijñānasanniśrayo rūpaprasādah. . kāyendriyam. katamat. catvāri ma[6v4]hābhūtāny upādāya

kāyavijñānasanniśrayo rūpaprasādah. .

【問】眼根とは何か95。【答】四大種所造であって、眼識の拠り所である透明清浄な色である96。
【問】耳根とは何か97。【答】四大種所造であって、耳識の拠り所である透明清浄な色である98。
【問】鼻根とは何か99。【答】四大種所造であって、鼻識の拠り所である透明清浄な色である100。
【問】舌根とは何か 101。【答】四大種所造であって、舌識の拠り所である透明清浄な色である

102。【問】身根とは何か103。【答】四大種所造であって、身識の拠り所である透明清浄な色であ
る (87)104。

(85) caks.ur- ] em., caks.uh. ASVy-Ms.
(86) Cf. ASVy-Ms: -vijñāsanniśrayo.
(87) Cf. 『品類足論』 T [26] 692c12–16:

眼根云何。謂眼識所依淨色。耳根云何。謂耳識所依淨色。鼻根云何。謂鼻識所。依淨色。舌根云何。謂舌識
所依淨色。身根云何。謂身識所依淨色。

『雑心論』 T [28] 872b8–9:
彼眼入者、眼識所依、四大所造淨色、不可見、有對。耳・鼻・舌・身亦如是。

AKBh-I 5.24–6.6:
【第一釈】tatra ya ete pañca rūpādayo ’rthā uktāh. .

tadvijñānāśrayā rūpaprasādāś caks.urādayah. .（AK, I-9cd）
rūpaśabdagandharasaspras.t.avyavijñānānām āśrayabhūtā ye pañca rūpātmakāh. prasādās te yathākramam.
caks.uh. śrotraghrān. ajihvākāyā veditavyāh. . yathoktam. bhagavatā
caks.ur bhiks.o ādhyātmikam āyatanam. catvāri mahābhūtāny upādāya rūpaprasādah.
iti vistarah. .
【第二釈】atha vā yāny etāni caks.urādı̄ny uktāni

tadvijñānāśrayā rūpaprasādāś caks.urādayah. .（AK, I-9cd再出）
caks.urvijñānādyāśrayā ity arthah. . evam. ca kr

˚
tvā prakaran. agrantho ’py anuvr

˚
tto bhavati.

caks.uh. katamat. caks.urvijñānāśrayo rūpaprasādah.
iti vistarah. . nirdis.t.āni pañcendriyān. i.
【第一釈】そのうち、色などの五境がすでに説かれたが、

それらの識の拠り所である透明清浄な色が眼などである。（AK, I-9cd）
色・声・香・味・触に対する識の拠り所であって、色〔法〕を自体とする五つの透明清浄なるものが、順次に、
眼・耳・鼻・舌・身であると理解されるべきである。世尊が説かれる通りである。
比丘よ！ 眼〔根〕は、内なる処であり、四大種に依って透明清浄な色である 1)。
云々と。
【第二釈】あるいは、眼などがすでに説かれたが、

それらの識の拠り所である透明清浄な色が眼などである。（AK, I-9cd再出）
〔「それらの識の拠り所」とは、〕「眼識などの拠り所」という意味である。そしてこのように考えるならば、

【問】眼根とは何か。【答】眼識の所依であり、浄色である 2)。
云々という『品類〔足〕論』と合致することになる。五根を説きおわった。

1)『雑阿含』第 322経「眼内入処経」 (T [2] 91).
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2)『品類足論』 T [26] 692c12–16.
PañcBh (YBh) 4.9–10:

caks.uh. katamah. . catvāri mahābhūtāny upādāya caks.urvijñānasam. niśrayo rūpaprasādo ’nidarśanah. sapratighah. .
【問】眼とは何か。【答】四大種所造であり、眼識の拠り所である透明清浄な色（浄色）であって、見えず（無
見）抵触有るもの（有対）である。
耳鼻舌身についても類似表現が繰り返される。Cf. PañcBh (YBh) 6.7–8, 7.8–9, 8.1–2, 8.16–17.
他に、『顕揚論』(T [31] 483c9–11)、および PSk 2.6–10:

tatra caks.urindriyam. katamat. varn. avis.ayo rūpaprasādah. . śrotrendriyam. katamat. śabdavis.ayo rūpaprasādah. .
ghrān. endriyam. katamat. gandhavis.ayo rūpaprasādah. . jihvendriyam. katamat. rasavis.ayo rūpaprasādah. .
kāyendriyam. katamat. spras.t.avyavis.ayo rūpaprasādah. .
【問】眼根とは何か。【答】顕〔色〕を対象とする透明清浄な色である。【問】耳根とは何か。【答】声を対象と
する透明清浄な色である。【問】鼻根とは何か。【答】香を対象とする透明清浄な色である。【問】舌根とは何
か。【答】味を対象とする透明清浄な色である。【問】身根とは何か。【答】所触を対象とする透明清浄な色で
ある。

PSkV 9.1–10.17:
caks.urindriyam. kim. svabhāvam. varn. avis.ayo rūpaprasāda iti tatsvabhāvāvis.karan. am. catvāri
mahābhūtāny upādāyeti prakr

˚
tatvāt sambadhyate. varn. o nı̄lapı̄tādikaś catuh. prakārah. varn. ālocanād

varn. anirbhāsāsādhāran. akāran. atvād vā varn. o vis.ayo ’syeti varn. avis.ayah. . ayam. cātra prasādārthah. , tad-
yathā prasanna ādarśa udakapātre vā bimbam. pratı̄tya tatpratibhāsam. pratibimbam utpadyate, tadvat
pañcasu rūpaprasādātmakes.u caks.urādis.u rūpagandhādı̄n pratı̄tya tatpratibhāsā vijñaptaya utpadyante.
atra caks.urādı̄nām. parasparato vis.ayarūpātmakāt prasādān manastah. śraddhātaś ca vyavacchedah. kāryah. .
rūpaprasādātmakatvāviśes.ād varn. avis.ayatvāviśes.āc ca ubhayam ucyate varn. avis.ayo rūpaprasāda iti ca. tatra
varn. avis.ayatvena śrotrādibhyo vis.ayaprasādāc ca vyavacchinatti. na hi śrotrādayo vis.ayaprasādo vā varn. avis.ayo
’sti. rūpaprasādātmakatvena manasto vyavacchinatti. tad dhi saty api varn. avis.ayatve na rūpaprasādātmakam.
rūpagrahan. am. śraddhātmakāt prasādād vyavacchedakam. śraddhāpi hi prasādātmikā rūpādivis.ayā cety
ato rūpagrahan. am. varn. avis.ayah. prasādaś caks.urindriyam ity ucyamāne śraddhāyā api prasaṅga ity ato
rūpagrahan. am. kriyata iti, śraddhāyā arūpātmakatvāt.
caks.urādı̄ni hi indantı̄tı̄ndriyān. i. ı̄śanta ity arthah. , ādhipatyam asmin saṅghāte kurvantı̄ty arthah. . ataś
cādhipatyārtha indriyārthah. , indantı̄tı̄ndriyān. i. evam indrān. ı̄ti prāpnoti. nipātanād indriyam iha bhavis.yati.
evam api dhātvartho vaktavyah. . sa ca nokta ity ayam. parihārah. . vijñānavad eva kr

˚
t syāt. tadyathā vijānātı̄ti

vijñānam iti prāpte lyud. artham anādr
˚
tya vijñānam uktam. tadvyatiriktavijñātr

˚
saṅgrahavyudāsārtham, evam

ihāpı̄ndriyavyatiriktaliṅgakalpanāvyudāsārtham evam uktam. syād iti.
yathaiva hi caks.urādı̄nām. vis.ayin. ām. parasparato vis.ayabhedena bheda uktah. — caks.urindriyam. katamat.
varn. avis.ayo rūpaprasādah. . śrotrendriyam. katamat. śabdavis.ayo rūpaprasāda ityevamādi, evam. rūpādı̄nām api
vis.ayān. ām. caks.urādibhir vis.ayibhir bheda ucyate. caks.us.a eva vis.ayo rūpam, na śrotrādı̄nām, tadvis.ayānām.
śabdāditvena vyavasthānāt. atra ca manaso na vidhir na pratis.edho ’prakr

˚
tatvāt. evam. ca rūpādı̄nām parasparato

bheda ukto bhavati — caks.us.o vis.ayo rūpam eva, nārūpam iti. evam api nı̄lapı̄tādı̄nām. parasparavilaks.an. ānām.
caks.urindriyavis.ayān. ām. rūpatvenābheda ukto bhavatı̄ti.
【問】眼根はいかなる自性を持つのか。【答】「顕〔色〕（いろ）を対象とする透明清浄な色である」とは、そ
〔の眼根〕の自性を説示している。「四大種所造」というのが主題とされているのだから、脈絡はある。顕
〔色〕（いろ）とは青などの四種類である。顕〔色〕を観照するもの（ālocana）であるから、顕〔色〕の顕現
（nirbhāsa）を持つものの原因1)であるから、「顕〔色〕という対象を持つもの」というのが「顕〔色〕を対象
とするもの（varn. avis.aya）」〔という複合語の分解解釈である〕。そしてここでのこ〔の「顕色を境とするも
の」〕は透明清浄の意味である。例えば、清らかな鏡（ādarśa）あるいは水の入った皿（udakapātra）の中に、
〔それに映る実際の〕像（bimba）を縁として、そ〔の像〕の顕現（pratibhāsa）を持った影像（pratibimba）が
生じる。それと同様に、透明清浄な色を自体とする眼などの五〔根〕に、色・香などを縁として、そ〔の色な
ど〕の顕現を持つ識別（vijñapti）が生じる。この場合、眼などは、相互に、また対象としての色を自体とする
透明（prasāda）、意、信から区別されるべきである。「透明清浄な色を自体とするものである」との区別がな
いことによって、また「顕〔色〕を対象とするものである」との区別がないことによって、「色を境とするも
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【ASBh】注釈せず。

の」と「透明清浄な色」との二つが述べられる。そのうち、「顕〔色〕を対象とするもの」とあることによっ
て、〔眼を〕耳などから、また境としての透明から区別する。なぜならば、耳などは境としての透明でも、顕
〔色〕を対象とするものでもないからである。「透明清浄な色を自体とするもの」とあることによって、〔眼
を〕意から区別する。なぜならば、そ〔の意〕は、顕〔色〕を対象とすることがあるとしても、透明清浄な
色を自体とすることはないからである。色という語を用いるのは、〔眼を〕信（śraddhā）を自体とする浄信
（prasāda）から区別する。なぜならば、信も浄（prasāda）を自体とするものであり、顕〔色〕などを境とする
ものだからである。ゆえに「色」という語の使用がある。「眼根とは、顕〔色〕を対象とするものであり、透
明清浄である」と言われる場合、信ともなるとの過失の付随がある。ゆえに「色」という語が用いられる。信
は無色を自体とするものだからである。
実に眼などは、力あるから根である（indantı̄tı̄ndriyāni）2)。「自在力ある（ı̄śante）」という意味である。この
集合において、支配力（ādhipatya）を為すという意味である。そしてこのゆえに、支配力の意味が根の意味
である。力あるから根である3)。【反論】このよう〔に語源解釈されるの〕であるなら、〔「根」（indriya）では
なく〕「力あるもの」（indra）ということになってしまう。この場合では、不規則な使用（nipātana）によっ
て、根（indriya）〔という語形〕となろう。このようであるとしても、語根の意味が説明されるべきであるが、
それは説明されていない。【答論】答弁は以下のようである。識（vijñāna）と全く同様に、第一次派生接尾辞
があろう。例えば、「識るから識である（識る主体が識である viñānātı̄ti vijñānam）」ということになる場合、
lyut.接尾辞（ana）の意味に注意を払わず、「識」と説かれる。そ〔の識〕とは別の識る主体（vijñātr

˚
＝ ātman）

を否定するためである。この場合も同様に、根（indriya）とは別の男性器（liṅga）を構想することを否定する
ためにこのように説かれたのである4)。
実に対象を有するものである眼などには、相互に対象の異なりによって区別があることが、「眼根とは何か。
顕〔色〕を対象とする透明清浄な色である。耳根とは何か。声を対象とする透明清浄な色である」云々と説か
れたのと同様に、対象である色などにもまた、対象を有するものである眼などによる区別があることが説かれ
る。色は眼のみの対象であって、耳などの〔対象〕ではない。それら〔耳など〕の対象は声などであると設定
されているからである。そしてここでは意は、主題とされていないから、規定もされないし否定もされない。
そしてこのようであれば、「眼の対象は色のみであって、非色ではない」というように、色などに相互に区別
があることが説かれたことになる。このようであるので、青・黄などの眼根の対象は、相互に多様であるけれ
ども、色であると区別なく説かれたことになる。

1) チベット語訳は、「顕〔色〕の顕現〔を持つ〕識の特有の原因」（kha dog tu snang ba’i rnam par she pa’i
thun mong ma yin pa’i）となっている。

2) AKBh 38.3: indantı̄ti indriyān. i.
3) AKBh 38.3: tasya indantIti indriyān. i. ata ādhipatyārtha indriyārthah. .
4)「【反論】このよう〔に語源解釈されるの〕であるなら～説かれたのである」：

AKTA D 139b4–6, P 166a4–6:
de lta na yang gha tsa’i don brjod par bya dgos na de yang ma smos pas so // ’di ni lan ma yin no //
’di ni rnam par shes dang ’dra bar (P 166a5) ’gyur te/ dper na rnam par shes (D 139b5) par byed pas
na rnam par rigs pa’o zhes bya bar ’gyur ba ni/ de las tha dad pa’i shes pa pos bsdus pa bsal bal bya
ba’i phir/ lu Ta’i don la gus pa med par byas te/ rnam par shes pa shes pa zhes (P 166a6) bshad pa de
bzhin du ’dir yang dbang byed pa zhes bya ba dang po las tha dad pa’i (D 139b6) rtags su rtog pa bsal
bar bya ba’i phyir ro //
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1.1.5.1.1.2.2 色境

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 6v4–6 (Li 2015: 280.28–281.1, Li & Kano 2014: 56.14–19), Hayashima

28.1–5. Cf. Pradhan 3.23–4.1

rūpam. katamat. catvāri mahābhūtāny upādāya caks.urindriyagocaro yo ’rthah. . tadyathā

nı̄lam pı̄tam. lohita[6v5]m avadātam. dı̄rgham. hrasvam. vr
˚
ttam. pariman. d. alam an.u sthūlam. (88)

sātam. visātam unnatam avanatam. chāyātapa āloko ’ndhakāram abhram. dhūmo rajo mahikā

abhyavakāśam. vijñaptir nabhaś cā[6v6]py ekavarn. am. tat punah. suvarn. am. durvarn. an tad-

ubhayāntarasthāyi(89) varn. anibham.

【問】色とは何か105。【答】四大種所造であって、眼根の領域となる対象である。すなわち、「1.

青・2.黄・3.赤・4.白」、「5.長・6.短・7.方・8.円・9. 細・10. 麁・11.正・12.不正・13.高
（凸）・14.下（凹）」、「15.影・16.光・17.明・18.闇・19.雲・20.煙・21.塵・22.霧」、23.空
き地、24.表、また 25.空（そら）という一つの色彩（顕色）である。さらにそ〔の色〕は106、
美しい色彩、醜い色彩、それらの中間に位置する色彩のごときものである (90)。

【ASBh】ASBh-Ms 4r (Tatia 3.11–15), ASVy-Ms 6v6–7r2 (Li 2015: 281.2–6), Hayashima 29.1–5.

nı̄lādı̄nām. pañcavim. śatı̄nām. rūpān. ām. vyavasthānam. s.ad. bhir ākārair veditavyam. (i) laks.an. atah.
(ii) sam. niveśato (iii) ’nugrahopaghātatah. (iv) kriyāsam. niśrayatah. (v) kriyālaks.an. atah. (vi)

man. d. anataś(91) ca caturn. ām. daśānām as.t.ānām ekasyaikasyaikasya(92) ca yathākramam.

tatrābhyavakāśas tadanyaprativārakaspras.t.avyarahito yo deśah. .(93) nabho yad uparis.t.ān

nı̄lam. dr
˚
śyate.

六つの在り方ゆえに、青などの二十五種107の色が設定されると理解されるべきである。(i)特
徴の点から、(ii)配列の点から、(iii)利益と損害の点から、(iv)行動の拠り所の点から、(v)行
動の特徴の点から、(vi)装飾の点から、順次に、四つ〔の色〕、十〔の色〕、八つ〔の色〕、一つ
〔の色〕、一つ〔の色〕、一つ〔の色〕が〔設定される〕108。そのうち、空き地とは、それ以外の
妨害する所触を欠いた場所（他によって妨害されない空間）である。空（そら）とは109、上空
に青として見られるものである110。

(88) Cf. ASVy-Ms: sthūla.
(89) -sthāyi ] em. (=ASVy-Ms?). Li［2015］は ASVy-Msを -sthāpiと翻刻するが、元の写本は -sthāyiであった可能
性が高い。Cf. PañcBh (YBh) 5.11: tadubhayāntarasthāyi vā varn. n. anibham. .

(90) Cf. PañcBh (YBh) 4.12–5.11;『顕揚論』 T [31] 483c14–19.
(91) Cf. ASVy-Ms: man. d. alataś.
(92) ekasyaikasyaikasya ] ASVy-Ms, ekaikasya ASBh-Ms.
(93) Cf. ASVy-Ms: deśa upalabhyate.
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1.1.5.1.1.2.3 声境

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 7r2–3 (Li 2015: 281.7–10, Li & Kano 2014: 56.20–23), Hayashima 28.5–8.

Cf. Pradhan 4.1–4

śabdah. katamah. . catvāri mahābhūtāny upādāya śrotrendriyagrāhyo yo ’rthah. . manojño

vāmanojño(94) vā nobhayo vā. upāttamahābhūtahetuko vānupātta[7r3]mahābhūtahetuko vā

tadubhayo vā. lokaprasiddho vā siddhopanı̄to vā. parikalpito vā. āryavyāvahāriko(95) vā.

anāryavyāvahāriko(96) vā.

【問】声とは何か111。【答】四大種所造であって、耳根によって把握される対象である。心地よ
い（可意）〔声〕、あるいは不快な（不可意）〔声〕、あるいはどちらでもない〔声〕、あるいは有
執受大種を因とする（現在位にある根（感官）を離れていない大種を原因とする）〔声〕、ある
いは無執受大種を因とする〔声〕、あるいはそれら両方〔を因とする声〕、世間で一般的に承認
されている〔声〕、あるいは成就者によって伝授された〔声〕、あるいは構想された〔声〕、ある
いは聖者の言語表現〔に属する声〕、非聖者の言語表現〔に属する声〕である112。

【ASBh】ASBh-Ms 4r–4v (Tatia 3.16–22), ASVy-Ms 7r3–6 (Li 2015: 281.11–17), Hayashima 29.6–14.

śabdavyavasthānam. (97) laks.an. ato ’nugrahopaghātatah. (98) hetuprabhedato deśanāprabhedato

vyavahāraprabhedataś ca. laks.an. atah. śrotrendriyagrāhyo yo ’rtha iti. [4v] deśanāprabhedato

lokaprasiddhādayas trayah. . śes.am. yathāyogam. veditavyam.(99) tatropāttamahābhūtahetukas
tadyathā vācchabdah. . anupāttamahābhūtahetukas tadyathā vr

˚
ks.aśabdah. . tadubhayas tad-

yathā hastamr
˚
daṅgaśabdah. .(100) lokaprasiddho laukikabhās.āsam. gr

˚
hı̄tah. .(101) siddhopanı̄ta

āryair deśitah. . parikalpitas tı̄rthyair deśitah. . āryānāryavyāvahārikau(102) tu dr
˚
s.t.ādı̄n as.t.au

vyavahārān adhikr
˚
tya veditavyau.

(94) Cf. ASVy-Ms: mano<vi>jño vā amano<vi>jño. (Both vis are inserted by the scribe in the margin of the manu-
script.)

(95) āryavyāvahāriko ] em., āryavyavahāriko ASVy-Ms.
(96) anāryavyāvahāriko ] em., anāryavyavahāriko ASVy-Ms.
(97) Cf. ASVy-Ms: śabdah. vyavasthānam. .
(98) Cf. ASVy-Ms: anugrāho-.
(99) Cf. ASVy-Ms: lokaprasiddhādayo yathāyogam veditavyāh. .

(100) Cf. ASVy-Ms: stadubhayo hastamr
˚
daṅgaśabdah. . (tadyathā is omitted.)

(101) Cf. ASVy-Ms: -bhāsā-.
(102) -vyāvahārikau ] em., -vyavahārikau ASBh-Ms & ASVy-Ms.
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113特徴の点から、利益と損害の点から、原因の区別の点から、教説の区別の点から、言語表
現の区別の点から、声は設定（建立）される。特徴の点からは、「耳根によって把握される対
象」と〔設定される〕114。教説の区別の点からは、世間で一般的に承認されている〔声〕など
の三つが〔設定される〕。残りは適宜理解されるべきである。そのうち、有執受大種を因とす
る〔声〕とは、例えば話し声〔など〕115である。無執受大種を因とする〔声〕とは、例えば樹
木の音〔など〕116である。それら両方〔を因とする声〕とは、例えば手〔で〕太鼓〔を打つ〕音
〔など〕117である。世間で一般的に承認されている〔声〕とは、世間一般の会話に含まれるも
のである。成就者によって伝授された〔声〕とは、聖者たちにより教示された〔声〕である。
構想された〔声〕とは、異教徒たちにより教示された〔声〕である。聖者・非聖者の言語表現
〔に属する声〕とは、見などの八つの言語表現 (103) に関して理解されるべき〔声〕である。

1.1.5.1.1.2.4 香境

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 7v1 (Li 2015: 281.18–19, Li & Kano 2014: 56.24–25), Hayashima 32.1–2.

Cf. Pradhan 4.5–6.

[7v1] gandhah. katamah. . catvāri mahābhūtāny upādāya(104) ghrān. endriyagrāhyo yo ’rthah. .

sugandho vā durgandho vā sahajo vā sām. yogiko vā pārin. āmiko vā.

【問】香とは何か 118。【答】四大種所造であって、鼻根によって把握される対象である。好い
香、悪い香、本来の〔香〕、和合した〔香〕、変異した〔香〕である (105)119。

【ASBh】ASBh-Ms 4v (Tatia 3.23–25), ASVy-Ms 7v1–2 (Li 2015: 281.20–22), Hayashima 33.1–3.

gandhavyavasthānam. laks.an. ato(106) ’nugrahopaghātatah. prabhedataś ca. rasavyavasthānam apy

evam eva veditavyam.(107) tatra sahajo gandhaś(108) candanādı̄nām, sām. yogiko dhūpayukty-

ādı̄nām, pārin. āmikah. pakvaphalādı̄nām iti.

120特徴の点から 121、利益と損害の点から、区別の点から 122、香は設定（建立）される。〔次

(103) 八つの言語表現とは、見・聞・覚・知に関する四つの言語表現が、聖者・非聖者各々にあることを指す。
(104) Cf. ASVy-Ms: upāya.
(105) Cf. 『顕揚論』 T [31] 483c26–484a1.
(106) laks.an. ato ] ASVy-Ms, svalaks.an. ato ASBh-Ms.
(107) ASVy-Msでは、“rasavyavasthānam apy evam eva veditavyam”を欠き、代わりに、rasaの解説（AS）に対する

ASBhの注釈として“rasavyavasthānaṅ gandhavad veditavyam.”が見られる。この異同に関して、概ね、ASBh-Ms
と ASBh-Tib.とは一致し、ASVy-Msと ASVy-Tib.と『雑集論』とは一致する。

(108) Cf. ASVy-Ms: sahajo yo gandhaś.
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の〕味の設定もまたまったく同様に理解されるべきである。そのうち123、本来の香とは、栴檀
などの〔香〕124である。和合した〔香〕とは、調香などの〔香〕である。変異した〔香〕とは、
熟した実など125の〔香〕である。

1.1.5.1.1.2.5 味境

【AS】AS-Ms 欠葉, ASVy-Ms 7v2–4 (Li 2015: 281.23–25, Li & Kano 2014: 56.26–28), Hayashima

32.2–5. Cf. Pradhan 4.6–9.

rasah. katamah. . catvāri mahābhūtāny u[7v3]pādāya jihvendriyagrāhyo yo ’rthah. . sa punas

tiktāmlakat.ukas.āyalavan. amadhurah. .(109) manaāpiko vāmanaāpiko(110) vā tadubhayavinirmukto

vā. sahajo(111) vā sām. yo[7v4]giko vā pārin. āmiko vā.

【問】味とは何か126。【答】四大種所造であって、舌根によって把握される対象である。さらに
それは、苦味、酸味、辛味、渋味、塩味、甘味である。おいしい〔味〕、まずい〔味〕、その両
者いずれでもない〔味〕。〔また、〕本来の〔味〕、和合した〔味〕、変異した〔味〕である (112)。

【ASBh】注釈せず。(113)

1.1.5.1.1.2.6 触境

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 7v4–5 (Li 2015: 282.1–4, Li & Kano 2014: 56.29–32), Hayashima 32.5–8.

Cf. Pradhan 4.9–12.

spras.t.avyaikadeśah. katamah. . catvāri mahābhūtāny upādāya kāyendriyagrāhyo yo ’rthah. .(114)

ślaks.n. atvam. karkaśatvam. gurutvam. laghutvam. mr
˚
dutvam. [7v5] ślathāślathatvam. śı̄tam jighatsā

(109) Cf. ASVy: -kat.ukas.āyāyalavan. a-.
(110) -āpiko ] em., -āpi ASVy-Ms.
(111) sahajo ] em., sahājo ASVy-Ms.
(112) Cf. 『顕揚論』 T [31] 484a1–5.
(113) ASVy-Msには、“rasavyavasthānaṅ gandhavad veditavyam.（味の設定は香〔の設定〕と同様に理解されるべきで

ある）”という、ASBhの注釈と見られる文言がある。この点に関して本稿脚注 107参照。
(114) ASVy-Msは、“kāyendriyagrāhyo yo ’rthah.”を欠く。Li［2015: 282, fn. 54］はこれについて“kāyendriyagrāhyo

’rthah.”という梵文を想定する。本稿では前の構文に従って、さらに yoを補った。
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pipāsā tr
˚
ptir balyam. daurbalyam. (115) mūrcchā kan.d.uh. (116) picchilatvam. vyādhir jarāmaran. am.

śramo viśrama ūrjjā ca.

【問】所触の一部とは何か127。【答】四大種所造であって、身根によって把握される対象である。
滑らかさ、粗雑さ、重さ、軽さ、やわらかさ128、ゆるさ、きつさ、冷たさ、ひもじさ、渇き、
満腹感、力強さ、脆弱さ、麻痺、痒さ、粘り気、病、老い、死、疲労、回復、健康である (117)。

【ASBh】ASBh-Ms 4v–5r (Tatia 3.26–4.2), ASVy-Ms 7v5–8r1 (Li 2015: 282.5–9), Hayashima 33.4–8.

spras.t.avyaikadeśavyavasthānam āmarśanata ātulanatah. sparśanata āpı̄d. anatah. sam. sargato(118)

dhātuvais.amyasāmyataś ca. abvāyusam. sargāc [5r] chı̄tam. appr
˚
thivı̄sam. sargāt picchalam.(119)

viśrāmo balam ūrjā ca dhātusāmyāt. ūrjā punar vaiśāradyam. veditavyam. tr
˚
ptir ubhayathā.

śes.ā jighatsādayo(120) dhātuvais.amyād veditavyāh. .

129摩擦の点から、計量の点から、肌触りの点から、圧迫の点から、接触の点から、界の不調和
と調和の点から、所触が設定される。水と風とが和合するから、冷たさがある。地と水とが和
合するから、粘り気がある。界が調和しているから、回復・力強さ・健康がある。さらに健康
とは、〔病気などに対して〕恐れないことであると理解されるべきである130。満腹感は、〔界の
調和と不調和との〕両者による。界が不調和であるから、残りのひもじさなど 131があると理
解されるべきである。

1.1.5.1.1.2.7 法処所摂色 (121)

【AS】AS-Ms欠葉, ASVy-Ms 8r1–2 (Li 2015: 282.9–10, Li & Kano 2014: 56.33–34), Hayashima 32.8–

10. Cf. Pradhan 4.12–14.

dhārmāyatanikam. rūpam. (122) katamat. tat pañcavidham. dras.t.avyam. ābhisam. ks.epikam

ābhyavakāśikam. sāmādānikam. pārikalpikam. [8r2] vaibhutvikam. ca.

(115) daurbalyam. ] em., durbalyam. ASVy-Ms.
(116) kan. d. uh. ] em., kān. d. uh. ASVy-Ms.
(117) Cf. 『顕揚論』 T [31] 484a5–12.
(118) Cf. ASVy-Ms: sam. sarkr

˚
tah. .

(119) Cf. ASVy-Ms: picchilam. .
(120) Cf. ASVy-Ms: jirghatsāpipāsādayo.
(121) 法処所摂色については以下を参照。Cf.『義林章』(T [45] 340b28–343a25),ツルティム・ケサン［2002: 405–407］,

車［1995: 136–138］,加藤［1995: 174–177］［1996: 24–28］.
(122) Cf. ASVy-Ms: rūpam. ṅ.
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【問】法処に属する色とは何か132。【答】それは五種であると理解されるべきである133。〔すな
わち、〕〔最小に〕集約された〔色〕、空虚〔な色〕、〔行為によって〕引き受けられた〔色〕、構
想による〔色〕、自在力によって生み出された〔色〕である (123)。

【ASBh】ASBh-Ms 5r (Tatia 4.3–5), ASVy-Ms 8r2–3 (Li 2015: 282.12–14), Hayashima 33.9–11.

ābhisam. ks.epikam. (124) paramān.urūpam. ābhyavakāśikam. tad eva yathoktam. (125) tadanya-

prativārakaspras.t.avyarahitam. sāmādānikam avijñaptirūpam. parikalpitam. pratibimbarūpam.

vaibhutvikam. (126) vimoks.adhyāyigocaro yad rūpam.(127)

〔最小に〕集約された〔色〕とは、極微としての色である。空虚〔な色〕とは、「それ以外の妨
害する所触を欠いた」と上述した (128)134のと同じものである。〔行為によって〕引き受けられ
た〔色〕とは、無表色である。構想された〔色〕とは、〔瞑想における骨骸などの〕影像の色で
ある。自在力によって生み出された〔色〕とは、解脱における静慮の領域である色である。

(123) Cf. 『顕揚論』 T [31] 484a12–21
(124) ābhisam. ks.epikam. ] em., ābhisām. ks.epikam. ASBh-Ms/ASVy-Ms
(125) Cf. ASVy-Ms omits yathoktam. .
(126) vaibhutvikam. ] ASVy-Ms (=佐久間［1996: 5］), vaibhūtvikam. ASBh-Ms.
(127) -gocaro yad rūpam ] ASVy-Ms, -gocaram. yad rūpane ASBh-Ms.
(128) 本稿科段 1.1.5.1.1.2.2参照。
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附論
『阿毘達磨集論』梵本に対するチベット語訳・漢訳の異読一覧

1 『集論』(T [31] 633a19: 造作一切法非法我事),『雑集論』(T [31] 695a24) ins. 一切. abhisam. skāra om. ASVy
(D 119a4, P 145b5).

2 -udbhāvanatām upādāya om.『集論』(T [31] 633a18: 謂身具我事. 受用我事. 言説我事. 造作一切法非法我事. 彼
所依止我自體事). Cf. 『雑集論』(T [31] 695a18: 謂爲顯身具我事. 受用我事. 言説我事. 造作一切法非法我事).

3 -ākārātmavastūdbhāvanatām upādāyeti om. 『雑集論』(T [31] 695a25: 於此五中).
4 『雑集論』(T [31] 695a26: 前四是我所事) ins. 前.
5 ASVy-Tib. (D 119a7, P 146a2): de dag gi mtshan nyid de dngos po zhes bya ba’i don to. Cf. ASBh-Tib. (D 2a5,

P 2b5: bdag gi mtshan nyid de).
6 veditavyam om. ASBh-Tib. (D 2a3, P 2b4),『雑集論』(T [31] 695a27).
7 『雑集論』(T [31] 695a27: 受等諸蘊受用等義) ins. 蘊.
8 『雑集論』(T [31] 695a28: 謂識蘊是身具等所依我相事義) ins. 蘊.
9 『雑集論』(T [31] 695a29: 世間有情多) ins. 有情.
10 ASBh-Tib. (D 2a5, P 2b6: rnam par shes pa’i phung po la),『雑集論』(T [31] 695b1: 於識蘊) ins. 蘊.
11 『集論』(T [31] 663a21: 身具等),『雑集論』(T [31] 695b2) ins. 等.
12 『雑集論』(T [31] 695b3): 身者. 謂眼等六根. 具者. 謂色等六境.
13 ASBh-Tib. (D 2b1, P 2b8: de ’dzin pa ni gnas dang dmigs pa’i dngos pos ’dzin to), ASVy-Tib. (D 119b2, P 146a4:

de ’dzin pa ni rten dang dmigs pa’i dngos por ’dzin to) ins. ’dzin to. 『雑集論』(T [31] 695b4: 謂六根六境能持六
識所依所縁故) ins. 六根六境能持六識.

14 『雑集論』(T [31] 695b5): 過現六識能持受用者. 不捨自相故. 當知十八以能持義故説名界.
15 『雑集論』(T [31] 695b9) ins. 謂如過現六行受用相爲眼等所持. 未來六行受用相以根及義爲生長門亦爾.
16 ASVy-Tib. (D 119b4, P 146a7: nye bar longs sbyod pa’i mtshan nyid rnam par shes pa drug gi skye mched ni med

pa’i phyir ro) ins. skye mched.
17 katamat om. 『雑集論』(T [31] 695b13: 取者. 謂諸蘊中所有欲貪).
18 ASVy-Tib. (D 119b5, P 146a8–b1: nye bar len pa’i rnam pa gang ’dir ’dun pa dang / ’dod chags nyid nye bar len

pa ste) ins. ’i rnam pa.
19 kena kāran. ena cchandarāga evopādānam. om. ASVy-Tib. (D 119b5, P 146b1: nye bar len pa’i rnam pa gang ’dir

’dun pa dang / ’dod chags nyid nye bar len pa ste / ma ’ongs pa la ’dod pa dang / da ltar la lhag par chags pa’i
phyir ro).

20 『集論』(T [31] 663a26: 希求未來染著現在欲貪名取) ins. 欲貪名取. Cf. 『雑集論』(T [31] 695b16: 何故欲貪説
名爲取. 謂於未來現在諸蘊能引不捨故. 希求未來染著現在. 欲貪名取欲者希求相. 貪者染著相).

21 『雑集論』(T [31] 695b20: 答應如蘊説. 當知界處與取合故名有取法) ins. 界處與.
22 ASVy-Tib. (D 120a1, P 146b5: gzugs rnams kyi phung po’i mtshan nyid rnams gang) ins. rnams. Cf. AS-Tib. (D

45a5, P 52a1: gzugs kyi phung po’i mtshan nyid ci zhe na).
23 『集論』(T [31] 663a27: 變現相是色相),『雑集論』(T [31] 695b22) ins. 是色相.
24 rūpan. ayā om. ASVy-Tib. (D 120a2, P 146b5: gzugs kyi mtshan nyid rnam pa gnyis kyi tshul te).
25 katamā om. 『雑集論』(T [31] 695b23: 觸對變壞者).
26 AS-Tib. (D 45a6, P 52a3): lag pa’i ’dus te reg pas reg na gzugs su rung ba dang. Prob. lag pa’i ’dus reg pas reg

na gzugs su rung ba dang. ASVy-Tib. (D 120a2, P 146b6): lag pas(D lags pas) kun du reg na reg pa gzugs te.
27 katamā om. 『雑集論』(T [31] 695b25: 方所示現者). -rūpan. ā om. ASVy-Tib. (D 120a3, P 146b9: yul dpyad pa

gang).
28 -rūpam om. ASVy-Tib. (D 120a4, P 146b9: gang yul ’di dang ’di’o).
29 ASVy-Tib. (D 120a4, P 146b9): ’di nyid dang ’di lta bu.
30 sam. prayukta om. ASVy-Tib. (D 120a4, P 148a3: mnyam par ma bzhag pa’i rtog pa dang ldan pas sna tshogs su

byed pa’o).
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31 ASVy-Tib. (D 120a3, P 146b8: reg pas gzugs ni gzugs rnams la reg na dngos po gzhan du ’gyur bar rig par bya’o)
ins. gzugs rnams la reg na dngos po.

32 sparśena rūpan. ā anyathı̄bhāvo veditavyah. om. 『雑集論』(T [31] 695b24: 蚊蛇所觸對時即便變壞. 方所示現).
33 『雑集論』(T [31] 695b27: 如此如此色者) ins. 色.
34 『雑集論』(T [31] 695b28: 如是如是色者) ins. 色.
35 ASVy-Tib. (D 120a5, P 147a2: tshor ba rnams kyi mtshan nyid rnams gang) ins. rnams.
36 『集論』(T [31] 663b4: 領納相是受相),『雑集論』(T [31] 695c1) ins. 是受相.
37 『雑集論』(T [31] 695c2): 所得異熟. Cf. 『集論』(T [31] 663b5): 諸果異熟.
38 ASBh-Tib. (D 2b6, P 3a7: lam mi dge ba rnams kyi ’bras bu rnam par smin pa ni sdug bsngal myong ba’o),

ASVy-Tib. (D 120a6, P 147a4: lam mi dge ba rnams kyi ’bras bu rnam par smin pa ni sdug bsngal rjes su myong
ba’o),『雑集論』(T [31] 695c3: 不清淨業受苦異熟) ins. karman. ām anubhavah. phalavipākah. .

39 ASBh-Tib. (D 2b7, P 3a8: gnyi ga’i ’bras bu rnam par smin pa ni sdug bsngal yang ma yin bde ba yang ma yin
pa(bde ba yang ma yin pa om. D) myong ba ste), ASVy-Tib. (D 120a6, P 147a4: gnyis ka’i ’bras bu rnam par
smin pas sdug bsngal ba yang ma yin bde ba yang ma yin pa rjes su myong ba ste),『雑集論』(T [31] 695c4: 淨
不淨業受不苦不樂異熟) ins. karman. ām anubhavah. .

40 『雑集論』(T [31] 695c5: 唯此捨受是實異熟體) ins. 體.
41 ASBh-Tib. (D 3a1, P 3b1: bde ba dang sdug bsnal de ni) ins. de.『雑集論』(T [31] 695c6: 苦樂兩受從異熟生故)

ins. 受.
42 ASVy-Tib. (D 120b1, P 147a6: ’du shes kyi mtshan nyid rnams gang) ins. rnams.
43 『集論』(T [31] 663b6: 搆了相是想相),『雑集論』(T [31] 695c7) ins. 是想相.
44 『集論』(T [31] 663b6: 謂由想故搆畫種種諸法像),『雑集論』(T [31] 695c7: 由此想故搆畫種種諸法像類) ins. 想.
45 『雑集論』(T [31] 695c8: 眼所受是見義) ins. 義.
46 『雑集論』(T [31] 695c8: 耳所受是聞義) ins. 義.
47 『雑集論』(T [31] 695c10: 如是是覺義) ins. 義.
48 rnams om. AS-Tib. (D 45b3, P 52a8: ’du byed rnams kyi mtshan nyid ci zhe na). Cf. ASVy-Tib. (D 120b3, P

147b1: ’du byed rnasm kyi mtshan kyi mtshan nyid rnams gang).
49 『集論』(T [31] 663b8: 造作相是行相),『雑集論』(T [31] 695c12) ins. 是行相. rnams om. AS-Tib. (D 45b3, P

52a8: ’du byed rnams kyi mtshan nyid ci zhe na).
50 『集論』(T [31] 663b8: 謂由行故),『雑集論』(T [31] 695c12: 由此行故) ins. 行.
51 nānāvasthāsu ca om. 『集論』(T [31] 663b9: 無記品中驅役心故. 識蘊何相). Cf. 『雑集論』(T [31] 695c13): 又

於種種苦樂等位驅役心故.
52 -duh. kha- om. ASVy-Tib. (D 120b4, P 147b2: gnas skabs sna tshogs rnams su ni bde ba la sogs ba’i gnas skabs

rnams su’o).
53 『雑集論』(T [31] 695c13): 又於種種苦樂等位驅役心故.
54 ASVy-Tib. (D 120b4, P 147b3: rnam par shes pa rnams kyi mtshan nyid rnams gang) ins. rnams.
55 『集論』(T [31] 663b9: 了別相是識相),『雑集論』(T [31] 695c15) ins. 是識相.
56 『集論』(T [31] 663b10: 了別色聲香味觸法種種境界) ins. 種種境界.『雑集論』(T [31] 695c15: 了別色聲香味觸

法等種種境界) ins. 等種種境界.
57 ASVy-Tib. (D 120b5, P 147b4): gang (P ins. gi) mig rnams la.
58 ASVy-Tib. (D 120b6, P 147b5): gang gis mig rnams la.
59 ASVy-Tib. (D 120b6, P 147b5: gang gis mig rnams la gzugs rnam mthong ba can dang (D ins. /) blta ba ste zhes

bya ba ni) ins. can dang bla ba ste.
60 ASBh-Tib. (D 3a4, P 3b5: lta ba zhes bya ba ni da lrtar gyi rnam par shes pa nye bar spyod pa ’dzin pa nyid kyis

khams nyid du ston to) ins. khams nyid du ston to. 『雑集論』(T [31] 695c20: 現見色者. 謂能持現在識受用義以
顯界性) ins. 顯界性.

61 ASBh-Tib. (D 3a4, P 3b5: mig de’i sa bon bsags pa’i kun gzhi rnam par shes pa gang yin pa yang khams te),
ASVy-Tib. (D 120b, P 147b6: mig gi sa bon nye bar bsags pa kun du len ba’i rnam par shes pa gan yin yan khams
te) ins. yang khams te.

62 ASBh-Tib. (D 3a4, P 3b6: rnam par smin pa’ng khams te gang las grub zin pa’o), ASVy-Tib. (D 121a1, P 147b7:
rnam par smin ba’ng khams te / gang las grub zin pa’o) ins. yang khams te.
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63 -laks. an. am. om. ASVy-Tib. (D 121a1, P 147b8: mig gi khams ji la bar).
64 -laks. an. am. om. ASVy-Tib. (D 121a1, P 147b8: yid kyi khams kyang de bzhin no).
65 ASVy-Tib. (D 147b8, P 121a2): mig gang rnams la.
66 『集論』(T [31] 663b11): 謂色眼曾現見. Cf. 『雑集論』(T [31] 695c24): 答諸（明版=答謂）色眼曾現見.
67 ASBh-Tib. (D 3a5, P 3b7): dbang po’i dbang gis phyi rol gyi yul ’grub pa’i phyir ro. ASVy-Tib. (D 121a2, P

148a1): dbang po’i dbang gis phyi rol gyi yul ’grub pa’i phyir te.
68 ASBh-Tib. (D 3a5, P 3b7), ASVy-Tib. (D 121a3, P 148a2) ins. rang gi rten dang dmigs pa’i bye brag can (ASBh

P ins. yin) no.
69 laks. ana om. ASVy-Tib. (D 121a3, P 148a2: gzugs kyi khams ji lta bar sgra dang).
70 rūpa- om. ASVy-Tib. (D 121a3, P 148a3: rten mig gis dmigs pa gzugs kyis so sor snang ba’i rnam par shes pa

ste).
71 laks. an. a om. 『雑集論』(T [31] 695c29: 如眼識界耳鼻舌身意識界相亦爾).
72 yathā caks. urvijñānadhātulaks. an. am om. ASVy-Tib. (D 121a4, P 148a4: de mig gi rnam par shes pa’i khams kyi

mtshan nyid do // de bzhin du rna ba dang).
73 ASVy-Tib. (D 121a4, P 148a5: de yang ji ltar rigs par khams bzhin blta bar bya’o) ins. khams bzhin bla bar

bya’o.
74 tad dhātuvad dras. t.avyam. tac ca yathāyogam om. 『雑集論』(T [31] 696a2: 謂眼當見色. 及此種子等隨義應説).

tad dhātuvad dras. t.avyam. om. ASVy-Tib. (D 121a5, P 148a5: de yang ji ltar rigs par zhes bya ba(D zhes pa) ni).
75 ASBh-Tib. (D 3a6, P 3b8) ins. bsags pa’i kun gzhi rnam par shes pa gang yin pa ste / gang las phyi ma la mig ’grub

par ’gyur zhes bya ba dang sbyar ro. Cf. Tatia 3, note 1: upacitamālayavijñānam. yata āyatyām. caks. urnirvr
˚

tirs. yata
iti for ityevamādi.

76 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a13: 四大種者).
77 catvāri mahābhūtāni, katham upādāyarūpam. om. 『雑集論』(T [31] 696a5: 所造者. 謂以四大種爲生依立持養因

義).
78 catvāri mahābūtāny upādāya om. ASVy-Tib. (D 121a6, P 148a6: nye bar blangs pa’i gzugs ji lta bu zhe na / skyed

pa dang / rjes su ’gyur ba dang).
79 ASVy-Tib. (D 121a7, P 148a7: skyed pa dang / rjes su ’gyur ba dang / gnas par byed pa dang / gnod pa dang /

’phel bar byed pa’i rgyu yin pa’i phyir ro). 記述順序が異なる.
80 jananādihetutvam. punar bhūtānām om. 『雑集論』(T [31] 696a6: 謂以四大種爲生依立持養因義. 即依五因説名

爲造).
81 『雑集論』(T [31] 696a6: 生因者即是起因) ins. 生因者.
82 ASVy-Tib. (D 121b2, P 148b2)は、先に列挙した順序 (ASVy-Tib. D 121a7, P 148a7)に従い (ii)が 2番目では

なく 4番目に説示される.
83 『雑集論』(T [31] 696a7: 依因者即是轉因) ins. 依因者.
84 『雑集論』(T [31] 696a8: 立因者即隨轉因) ins. 立因者.
85 kyang om. ASVy-Tib. (D 121b1, P 148a8: rjes su ’gyur pa’i rgyu nyid ni ’byung ba rnams gyur na de la gnas pa

nye bar blang sa pa’i gzugs rnam mi gnas par ’gyur pa’i phyir ro), and ASVy-Tib. ins. rnams mi gnas par.
86 『雑集論』(T [31] 696a10: 持因者即是住因) ins. 持因者.
87 『雑集論』(T [31] 696a11: 養因者即是長因) ins. 養因者.
88 dhātu om. 『雑集論』(T [31] 696b13: 謂地水火風界). Cf. 『集論』(T [31] 663b20): 謂地界水界火界風界.
89 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696a13: 地界者堅勁性).
90 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696a13: 水界者流濕性).
91 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696a14: 火界者温熱性).
92 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696a14: 風界者輕動性).
93 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a15: 所造色者).
94 『集論』(T [31] 663b23): 眼根耳根鼻根舌根身根. 『雑集論』(T [31] 696a15): 眼等五根.
95 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a16: 眼根者).
96 『雑集論』(T [31] 696a17: 清淨色爲體) ins. 爲體.
97 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a17: 耳根者).
98 『雑集論』(T [31] 696a18: 清淨色爲體) ins. 爲體.
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99 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a18: 鼻根者).
100 『雑集論』(T [31] 696a19: 清淨色爲體) ins. 爲體.
101 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a19: 舌根者).
102 『雑集論』(T [31] 696a20: 清淨色爲體) ins. 爲體.
103 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a20: 身根者).
104 『雑集論』(T [31] 696a21: 清淨色爲體) ins. 爲體.
105 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696a22: 色者).
106 『集論』(T [31] 663c3: 此復三種. 謂妙不妙倶相違色),『雑集論』(T [31] 696a24) ins. 三種.
107 ASBh-Tib. (D 3b3, P 4a6: sngon po la sogs pa gzugs rnam pa nyi shu rta lnga ni), ASVy-Tib. (D 122a3, P 149a3)

ins. rnam pa.
108 「一」の表現方法には，写本，諸訳において異同が見られる．Cf. ASBh-Tib. (D 3b4, P 4a7), ASVy-Tib. (D

122a4, P 149a5),『雑集論』(T [31] 696a27).
109 『雑集論』(T [31] 696a28: 空一顯色者) ins. ekavarn. an.
110 ASVy-Tib. (D 122a4, P 149a5: de las gzhan pa thogs par byed pa’i rig bya dang bral ba’i rig bya dang bral ba’i

phyogs gang yin pa’i dmigs pa’o) ins. pa’i dmigs. 『雑集論』(T [31] 696a29: 謂上所見青等顯色) ins. 等顯色.
111 katamaś om. 『雑集論』(T [31] 696b1: 聲者).
112 『集論』(T [31] 663c5): 或可意. 或不可意. 或倶相違. 或執受大種爲因. 或不執受大種爲因. 或倶大種爲因. 或世

所極成. 或成所引. 或遍計所起. 或聖言所攝. 或非聖言所攝. 『雑集論』(T [31] 696b2): 若可意. 若不可意. 若倶相
違. 若因受大種. 若因不受大種. 若因倶大種. 若世所共成. 若成所引. 若遍計所執. 若聖言所攝. 若非聖言所攝.

113 『雑集論』(T [31] 696b4: 如是十一種聲. 由五種因所建立. 謂相故) ins. 如是十一種...由五種因.
114 iti om. ASVy-Tib. (D 122a6, P 149a8–b1: mtshan nyid ni rna ba’i dbang po’i gzung ba’i don gang yin pa’o).
115 『雑集論』(T [31] 696b8: 謂語等聲), ASVy-Tib. (D 122a7, P 149b2: ’di la ste / nag la sogs pa’i sgra’o) ins. ādi.
116 ASBh-Tib. (D 3b6, P 4b4: ’di lta ste shing la sogs pa’i sgra’o), ASVy-Tib. (D 122b1, P 149b2: ’di lta ste / shing

la sogs pa’i sgra’o),『雑集論』(T [31] 696b9: 謂樹等聲) ins. ādi. Cf. Tatia 3, note 4: Tib. & Ch. add ādi.
117 ASBh-Tib. (D 3b7, P 4b4: ’di lta ste / lag pa dang rdza rnga la sogs pa’i sgra’o), ASVy-Tib. (D 122b1, P 149b2),

『雑集論』(T [31] 696b9: 謂手鼓等聲) ins. ādi. Cf. Tatia 3, note. 5: Tib. & Ch. add ādi.
118 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696b13: 香者).
119 AS-Tib. (D 46b6, P 53b7: dri zhim ba dang / dri nga ba dang / dri mnyam pa dang / lhan cig skyes pa dang /

sbyar(P sbyang) ba las byung ba dang / gyur ba las byung ba’o(P ba ba’o)), ASVy-Tib. (D 122b3, P 149b5: dri
bzang ba’m / dri nga ba’m / dri mnyam ba’m lhan skyes las sam / sbyar ba las sam / gyur ba las so), 『集論』(T
[31] 663c9: 謂好香惡香平等香倶生香和合香變異香),『雑集論』(T [31] 696b14) ins. samagandha.

120 『雑集論』(T [31] 696b14: 當知此香三因建立. 謂相故損益故差別故) ins. 當知此...三因.
121 ASBh-Tib. (D 4a1, P 4b6: dri ni rang gi mtshan nyid dang) ins. sva. Cf. ASVy-Tib. (D 122b3, P 149b5): dri ni

mtshan nyid dang,『雑集論』(T [31] 696b14): 謂相故.
122 ASBh-Tib. (D 4a1, P 4b6: dri ni rang gi mtshan nyid dang / phan knod dang gnas skabs kyi sgo nas rab du dbye

bas rnam par gzhag go)では prabhedatasを他と並列した概念と理解しない。
123 tatra om. ASVy-Tib. (D 122b3, P 149b7: lhan skyes kyi dri ni),『雑集論』(T [31] 696b19: 倶生香者).
124 ASBh-Tib. (D 4a2, P 4b7: de la lhan cig skyes pa’i dri ni / tsan dan la sogs pa’i dri’o // sbyar ba las byung ba ni

bdug spos sbyar ba la sogs pa’i dri’o gyur pa las byung ba’i dri ni shing tog smin pa la sogs pa’i dri’o), 『雑集
論』(T [31] 696b19: 倶生香者. 旃彈那等. 和合香者. 謂和香等. 變異香者. 謂熟果等) ins. gandha.

125 ādi om. ASVy-Tib. (D 122b3, P 149b6: sbyar ba ni bdug spos sbyar ba rnams kyi’o).
126 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696b17: 味者).
127 katamah. om. 『雑集論』(T [31] 696b20: 所觸一分者).
128 『集論』(T [31] 663c14): 滑性澁性輕性重性軟性,『雑集論』(T [31] 696b20): 滑澁輕重軟.
129 『雑集論』(T [31] 696b22: 此所觸一分由八因建立. 謂相故摩故稱故觸故執故雜故界不平等故界平等故) ins. 由八

因...相故.
130 veditavyam om. 『雑集論』(T [31] 696b24: 界平等故息力勇. 勇者無畏).
131 『雑集論』(T [31] 696b25: 由二種界不平等故有飢等餘觸) ins. 触.
132 katamat om. 『雑集論』(T [31] 696b27: 法處所攝色者). ASVy-Tib. (D 123a2, P 150a5): chos kyi skye mched kyi

rang bzhin gang.
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133 『集論』(T [31] 663c15): 有五種應知. 『雑集論』(T [31] 696b27): 略有五種.
134 yathoktam. om. ASBh-Tib. (D 4a4, P 5a3: mngon par skabs yod pa ni de nyid de // de las gzhan pa thogs par byed

pa’i reg bya dang bra ba’o), ASVy-Tib. (D 123a3, P 150a6: mngon par gsal ba can ni de nyid de las gzhan pa
thogs par byed pa’i reg bya dang bral ba’o),『雑集論』(T [31] 696b29: 極逈色者.謂即此離餘礙觸色).

略号および参考文献一覧

Ch. Chinese translation
D sDe dge edition of the Tibetan Tripit.aka
em. emended
Hayashima 早島本（『梵蔵漢対校 E-text『大乗阿毘達磨集論』・『大乗阿毘達磨雑集論』』）, See AS.
ins. insert(s)
Ms Manuscript
om. omitted in
P Peking edition of the Tibetan Tripit.aka
Pradhan プラダン本（一部還梵）, See AS.
T 大正新脩大蔵経
Tatia タティア本, See ASBh.
Tib. Tibetan translation
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AKBh Abhidharmakośa-bhās. ya. ed. by P. Pradhan, Abhidharmakośabhās. ya of Vasubandhu, Tibetan San-

skrit Works Series 8, Patna: K. P. Jayaswal Research Institute, 1967.
AKTA *Abhidharmakośat. ı̄kā-tattvārtha. Tib. D (4421), P (5875).
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『雑阿含』 『雑阿含経』求那跋陀羅訳. T [2] (99).
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『順正理論』 『阿毘達磨順正理論』尊者衆賢造,玄奘訳. T [29] (1562).
『瑜伽論』 『瑜伽師地論』弥勒菩薩説,玄奘訳. T [30] (1579).
『顕揚論』 『顕揚聖教論』無着菩薩造,玄奘訳. T [31] (1603).
『集論』 『大乗阿毘達磨集論』無着菩薩造,玄奘訳. T [31] (1605).
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Annotated Japanese Translation of the Abhidharmasamuccaya and its Bhās. ya (1)

Summary

Asaṅga’s Abhidharmasamuccaya consists of two parts: the maula (“main”) part and the viniścaya (“conclusive”) part.

The maula part has four subdivisions: tridharma, sam. graha, yoga, and samanvāgama chapters. The tridharma chapter

is further divided into nine sections: those of kati, kasmāt, upādāna, laks. an. a, vyavasthiti, krama, artha, aupamya, and

bheda. The present paper translates text portion from the opening uddāna up to the section of rūpaskandha-vyavasthiti.

The translation was done by Abhidharmasamuccaya Study Group; Yoshihiko Nasu prepared a working translation and

annotations and all members read the text together and revised the translation. Li Xuezhu and Kazuo Kano worked on

Sanskrit texts including newly available Sanskrit materials.

Leader: Yoshihiko Nasu (Social Welfare Corporation Kongojushinkai)
Members: Kazuo Kano (Koyasan University)

Li Xuezhu (China Tibetology Research Center)
Akira Yoshida (Ryukoku University)
Shun’ei Matsushita (Otani University)
Satoshi Hayashima (Ryukoku University)
Yuki Takatsukasa (Kyoto University)
Mitsuru Kenchu (Ryukoku University)
Takanori Fukita (Bukkyo University)
Hironori Tanaka (Bukkyo University)

(Synopsis)

Pin. d. oddāna
1 Maula part
1.1 Three dharmas (i.e. skandhas, dhātus, āyatanas)
1.1.1 Subdivisions of the three dharmas (kati)
1.1.2 The reason for the subdivision (kasmāt)
1.1.3 The reason why the three dharmas are called upādānaskandhas or sopādāna-dharmas (upādāna)
1.1.4 Characteristics of the three dharmas (laks. an. a)
1.1.4.1 Characteristics of the five skandhas
1.1.4.2 Characteristics of the eighteen dhātus
1.1.4.3 Characteristics of the twelve āyatanas
1.1.5 Establishment of the three dharmas (vyavasthiti)
1.1.5.1 Establishment of the five skandhas
1.1.5.1.1 Establishment of the rūpaskandha
1.1.5.1.1.1 Four mahābhūtas
1.1.5.1.1.2 Upādāyarūpas
1.1.5.1.1.2.1 Five sense faculties
1.1.5.1.1.2.2 Visual object
1.1.5.1.1.2.3 Auditory object
1.1.5.1.1.2.4 Olfactory object
1.1.5.1.1.2.5 Gustatory object
1.1.5.1.1.2.6 Tangible object
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1.1.5.1.1.2.7 Matter included in the sphere of mental object (dharmāyatanikam. rūpam. )

キーワード Abhidharmasamuccaya，『阿毘達磨集論』，『阿毘達磨雑集論』，無着，安慧
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